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本明子はGdZn9ペ 大学筑将 Dr. Ha. eemmn..& の万u立.e
レeァt5みビm。 - 厶クnZ と二zot9tcc&r.x? " JcパンPのとィレeだと Ceた
FcooZcc%ert
Bca /ク・ 

ざある.

パ. -

「a4cとeZcて c じどッ.ie2-2cそdご おZdzcr ・
F2c r.合 /waこ 2 っと イaイt ・ /P$6, の 全

e2 Aは政のドイッﾡ送学全代衣する一人

ごあリ・ その研はﾡ不の学ﾡご番取しほがらﾡしい本業圭ﾡに 

合ベくセてﾡものざ、 わがﾡのおきヒも示ﾡす

るこころく ほい と事る。

の書崎活ﾡが当帰圭営師の中村核官に ﾡせら だものざ、 

者者の出ホ的氏研 卷 と立阖が蚁べら 仪 てた り ・ 本書2ﾡ評する上 

に も有盛ごある とﾡわ tるのざ、中村枝宅の好ﾡによ りこゝそ 

の-部を標内こ北てい己eく。

「成票くErf29= E々みe4と。) は放盛とﾡﾡとのﾡ賀* 

3る,ﾡ校ﾡ試ﾡ神商くﾡ岐益 こい〜. 消極的支栗2福失ヒ 

いっ. 一ﾡに本來の "委き区項? と、、中枚成果, は区別ざ此. こ 

の両君决一体士ぼ って懿成果•だ 澄成する. そき成票さ益区をこ 

岸 •像旧ヒの差領どあ り. 中性式栗はその之の管用とそのたの次 

をとのﾡﾡざある ・

成産 c ﾡ営産 ) ヒ は委ﾡにとっ て自歯に処ﾡし >るすべての 

¥済ば くﾡ戦、ﾡ会を者、 ね) のﾡﾡどるる ・ 鈴ﾡ達とはﾡ建 

とﾡﾡく花人資本) この超ごある。

ある年威の军粗木 の 部 •殿差上罪度始め の 談戦•産ヒ の差報は除求 

媒ざあって, こは桜益算の総咲緊と一致する。

ﾡのﾡ解ﾡ本ﾡに片 Sc&oa.dcよoe& の学炭こ一ﾡするが、 

/eewdy の 練さIL 複Aと要にーズー致してい る ・

ル。8&。。2は乙Wとは反対たに全く買る区解, Nち彼のﾡﾡ愛海



ﾡにおける社会政ﾡ的ﾡ更解を主ﾡしたが. こ が及の秋用べ 

熱政をの複合をる常ら しめている.

しかし,ﾡの この枚急は残にはﾡ用さほかっ ヒ・

残きとく。。とん.8)は官席ﾡセ,切ち攻玉ﾡの復公ぞある.

ﾡえば, ﾡ会残を, ﾡ会不足族ど-

込の成をﾡるべ福を井卓さ, まさに ﾡ金る件わﾡいﾡを衣 

たを短ﾡする単ﾡﾡ残高ﾡをﾡﾡし よろとしヒものくろる.

株業の夜素性が林業ﾡをﾡを支配 している といろ見解は全く 

当ら与い。ドイツ画有林官ﾡﾡのかっ てのﾡ調 "そ清安環表" 

( "咨 c&sk2a24.uc ) 主として午々の 物番 とﾡ常高 を 

報告しており . ただﾡ加的にのみ呑干の従計的回ﾡ&与えている 

ヒ通ざほ い。 とノラ4ラ 字以ﾡ替干の函有株望型属にﾡ入 こi 
てい るﾡ益算もﾡらかに年次排 ごあリ 長ﾡ准のメ ルクマール 

2全4ﾡっ ていおい。

番益ﾡﾡは核新ﾡなﾡ付*美しい炭ﾡの"報告" を目ﾡとする 

ものでほい といろ ことはどハピけ係返し こ そな分 といﾡい・ 

a 報告, く 心ルノシ/化 っ とい ろ認片 ? 井ﾡ。く Rec2w) 
及 ﾡ益計年 ・ < E3よo49oce&a )とい っﾡよ りもさり 

一ﾡﾡﾡな株をもっている。わ はわ 煦ば青人が:覆句レ三ニヒ,夜

選行し尽かっビーと、ﾡち、ﾡ, 実行、東在におけるﾡ務ﾡ 

は争象、そ清スが区ﾡにおける核ﾡ的左華象、 た人ﾡ的、営着 

街ﾡ係において求行しﾡことがらとしなかっだととがと 名 " ﾡ岩" 

しろるし、我そしほけ UI ばほら 起いのざある。 ところゲ, ﾡ雄計 

埼と長益卓出ﾡらﾡﾡに装さ, 段信とその 延動,刀が狭闲ノ 数 

益. 益と活がし. しかもあらゆるﾡ植抑断を含まほいのごあ 

る.」 、

ﾡ和 34年ノ目 ^
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不計ﾡ ( どeイ ccそe /ccえルcxytみxf.-edeマt ) こ それに山 

当Lたにっいては. 品.にSく～ちﾡと記ばべな:れてX・宮 

お学省 に m で立 渡っな 従来の文 試ハ 限 e . かっ予成史 的 再 库 は

ッョ, 4 ベAscc3 に よ り 公 けに されこれ以系 学 a 的に e
務っ工ぐt 二のテーマに内する改多くのよリ広転2冷永や君者が 

出版ごれている、

しのしこのﾡtニっ"出界大教と ¥後すぐにtﾡ没山 amれ 

なら4かっ作切 ﾡﾡ的ﾡ○だいに中町2ざなく <れた 

のであるが そ○向にも状ﾡふる休柔のﾡ米ばべ、<ﾡt •計算 

制及の! 化に 曜冷的 に t実 渋 的 にもﾡべa手するこ とゲ可能と8 
っe-今日 ぐは科に ベ 山 林所月 召マ回目 林 管理 廚 が受営 合理に と 円 

他いて より改ﾡ>nれたt計ﾡ洲ﾡを取り入れようとﾡ力ている- 

本麻 ﾡかゝ る目的に好号字せんとするものである ・

林茶計ﾡﾡﾡの向選にする糸論文を一べっすると ―— ¥o 
中でかされている価ﾡゐる統売とﾡﾡ○程家にし て ほ深く 敬愚を 

表する と し て も —— 若干ハか法論的欠諾を見のべす二とにで、Gい. 

二 の 方 法論的欠 ﾡはﾡの 論tぐ はでゝる ごけ け ねな らない ゲな 

のよう2央べあげられるでわろ>・

非常にﾡ象 し て いる れら向ﾡへ孫坂に っい < ◇大受はご〜ざ 

明ﾡに認いられるようになるが, それロニれの向選を象的に解 

決し ようと 拭 み な ご と に 始めから 存 任し ていた- 現任○林求計ﾡ刷 

減が践からじだ ものでみり. 本称ﾡ理局の笹多 oﾡボに経えき 

Q<図合-せられて 来た 2とを知れ ば'. 理崎的 a 岡成 o 過程 で. 

新 レ い計算組載の ﾡ入っﾡルず部 るすべて ○信欲を 予期し克ﾡする 

ユとはﾡで>Qい, *れ故. 人«べﾡ論的ﾡ誠ビ橋ﾡを践にお 

いて - すなわ らﾡ林業 を Foattetc4c くき林番) における 

ものであって, 森林客曜局会体、において別々に ——試み. 改ﾡす



るときのみこの 分野で の 条 の 佳歩 ゲあるでわみ フ ・ 程論 的3 ○xえ そ 

を 更 後面 で、も猊けた数 少い 若 看 口 Acta と べ2cとみ〜2 ぐお→て 

A 4eみ は e。 ・xxnd cんwtシ 回月みで多 ヨ林条計ﾡを突行 し 

/<zic みe2 口多<の本有でのケ法2試けた- しかし企2 二と 

-二の看者正はそへ試ﾡっケチと結果. またば現場易で秘るﾡﾡにっ 

いて の詳部2報告 &欠いて いる ・

二らに-級的の欠7はﾡ業 ( Ee4Cuイdc&a+イ ) -おける計 

ﾡ制ﾡがわ2 けれ ロ’な ら 9 い1ォ別 目的 べ明客かっ ﾡ全には引さ 

出<れてはおらず. 多かれ少かれﾡ工企ﾡの目的と 同ﾡに置かれて 

いると!うことである. これ2対してに師にR8ArU べ正レ<も次 

のような異論を唱ただ. 「すべてへそ済初式(uoなcんイC.c) を 

統ーオるものでに公< . 相互 に 区別 すもも の を ます、•超 蹴•す る こと が 

大切である」と-

なるほど、 右 と'、 の 若 者 た ら   Deuxckc Fe24イwcとa～cc ごえも 

- 職等中ほびﾡ伝に びに森林のの圧の 下で 資本 と.項料 c 
Rex )のはっそりしたかる強く学望した. しかし二のニとざけ 

でﾡ記 及 o会計報舌っ ﾡ味と日的が沼#なく <れる ものでロ決し て 

みn. 二れ以小に何も向ﾡと2らみれげ. 緑林 ﾡ理々孫統制の 

¥添 z 兄はす 二こでさ工う ・

とちかく. 特殊 & 林業 日的にっいてでほQ<. 値していると思わ 

? る キ俊に っいて. aハん ず<ﾡ式接記区 び抜木商ﾡ○評Iに フ い 

て ぜられた. 評価 方法によって B2anzdewa4wctAocc 2 え 

t分けられe。林ﾡ質信照&に ・ﾡ法県の規則をﾡ用 ・oけれ 

ならな0と危じられていたのであるが, この二とは別る 業計 項 

回的べ如何 にﾡﾡされているか→っﾡかを非常に工く物ﾡっ ている.

<らに 計資杉軽(々<c&nwみskwm > 2全<年まっ旦そ済旦震と回 

ニ理する とiうひ ビ1 混乱べ論に mっれと. 土叱牧益字派 

か出e着石住のも と では林業計ﾡ制ﾡは ﾡ伝にα吹益ﾡの下ﾡと 

aっていeし. 他@役式ﾡ記形確によ る 貨ﾡ計ﾡ を権帳 レ た著容峰 

はﾡに ・務そ済的 ぐ「ﾡ本王ﾡ的な 観県 で森林を利 用すること

〜2〜

2試し. 林 が えるべさ 文化改孫的 行柄 こ忍りみ6かった、3 
e-お. 他へ着行性に 「林系償会計引」 ○主日的ロ かの 「実体 

Sa43Cn3 ・ 係で ある と ﾡえた.

わnれわれほ今つ～祀へﾡやにとっわれてはにっない。 ◇んとa 
ればを済目 ﾡべご合 ずる丘②ハへ夕少にハゝわうす た 

そ宮日ﾡつ日ざすもへゲ系体天体っ係行 あるいは尚波でみろうと 

し . 計ﾡ制ﾡに常に日日でのでさ る限り合理的。ﾡﾡのた" 

12ゆてられるであろうし • *い て*れﾡ宮の計闘とき理に意も 

有問2枚系をえるように かった資叫ば自体にﾡしたポ質べ 

紙いられる』うに 形成 されるでらろうから.



エ r 系飲産 計算 及 び 援 あ 計の 目的

De wec&e- clez Poo+C22cんcr /ewuc7en ・o.イ 2 fo<32ecパ...

ﾡ益計ずは林条○全き王的向ﾡの かで シモ がいも2<山字 

み位ﾡを岳めるものである,数合写系・ 字規項成い大ﾡﾡ"杯系 

そ客にみって はそ営を償に因する物を計梁と ﾡﾡ計ﾡゲ年次沢ﾡ 

こ工って手えられておッ -ケ欧ﾡ状経 たご研ﾡﾡほ"@

恐*がによって たﾡ 産 記ばに工 っ て ○ み 明 ら か2 係 m 
<れていと. した〜て貨常計ﾡの-"部か(択注:ﾡ盛ザ)

から可母ヨよ.

A 林業ﾡ益計新っ 目的

かゝろものとしてを営毛済上の日的・ を営政妖上の目的・ 政 

否この目的及び公同 ヒつ目的ゲあげられる。

1 そ客委通上の目 的

a 高をﾡ○直ﾡ○日的 は件に 計件 的ひニと バ らでらる. 

才aわら-季孝手及または-会年ﾡ中に認じ的に託ﾡS 
れ&そ 済約 るﾡ系郭の全み緊を系し *ﾡれ斐なみ分 

2ついての初受を手えることである. ﾡするに大ﾡみのば 

そ数ﾡ通的ﾡ契っ登ﾡ的契ば(eie 令oMtive ow&stcLto～タ 

&ctiogwxtoc4afzecc&e2 7z<4xc&ec で功って 至ぎせ理 

Befzic&fなAXun3 ・2す ろ価判商ではつ0.
出里に阕 ・ては次へこ とが受不とれる.

ハ 氏甲立牧ﾡを完全に神祀し

ユ) ぐさるどけ深く.ハっ啓究的み沼探をﾡ自にもたらす 

ベく貴甲と を を群引し 今釈 すること. レ かも同時 に.

う) ﾡ際性 を失わ0いここ・

tたがって. 支士z 入 つ外に非現金貴甲 と火益(nswe 
Awfwex&uy uaは 切气演 ※認と役益計斉に エ ってﾡ狂さ れ

~~ 

tつ〜ot- 1-、(戻まは沼2に「るホ文げ"すへ

て 同じ<甘己を召内てへ木ﾡ泊 d忍のらつ各秘低消 

貞生/>减札 各問ポ失 泊従的なゝべにﾡ確的以番役式

だ( Yeaxdcxarjcr: c.～-/.い* t化".cと んてないC'ン V8tハ?パシレ(んたた )

を含○rﾡ隆 &ﾡﾡﾡ流な ど.

そ営K問こ ﾡ営品つﾡﾡはとり わけ宴ぐ»る・

中性用 成び 中性 (e.cade A <Acd4 cox EaCe2) 
ナわろをﾡ外的 (&ctxこcよtre..x.. )ﾡ問氏 がド益 

---- (くこ)
に と えばな林ﾡ浴ﾡ理、ZoパcxズsVeとw.eズ*43)に か ゝ

・tズ) Forstfohett:eoucどズos S ネ林統ﾡ常理と 汉

c た . Le.wwaog 4ポにエ ると FonsTvotuどCcnP 2
Fstfe&xLs % ・aどCut2 と Fors ご cerzceds レe&ccビー

ルタ

ﾡ a っ

を印ゐ

z 行

に

れ

し

ウし .前右はﾡぷなどがな法によって 

e市町 団体 担合 何旧へ稀へ成 

;法 峰 ぐ 沐杯 に引 え ら れ e 徴能 を目こﾡを的 

し»るもので画以子 浜っ ﾡ度に研産監督か

らﾡ行みど で各種のド 階 チるという ・ 

xosteetxco&s vezwo&Cts ぼみ杯を客ﾡ理こ も い うべ 

さも○でらるﾡ君べ行改的なものにTし 二れ <0 
列をﾡのﾡらゅ う は 星する。

わる徴問ほび ぐ呼的空( ax8e2c2cceCetcん )を官上 

の 質 旧役 び、*收 終 し 全 落 浅 用 ・ そ営 吹 溢 り、3 区 別 とれる。

e頃盤計票っ x ○そ者そ汚上へ目 的 a /満成乗分红(ルス 

A.xee & wa1xcAafxte23c&〜cd)に ﾡする ﾡの的 か 

, a 発的 ﾡ為 ある, そ消ゐ果分事 は a ? ©的ﾡ

不のらられるﾡ載るり下げるの2立"が・ 2のそ 

には多確のそ済的因健に図するﾡ引み計ずを堂 とする・ 

そさかr(eeticAtxaerwea慣ﾡ計貴の休外に *oっす べ 

てっもの.ﾡにmﾡ的み告々ﾡ列み確証を t茶をﾡの判 

断cゆ初てるものであるが 済広甲かは*れのﾡ受る

～ケ〜



一をなしている・

そ済み系かさのﾡ契に向mっれる ・

7) 手業(敗政)甘計動とそ宮算との-致にっいて

a 伝税系と物ﾡ及不つ関係にっいて

っゝ そさ給付 みび(物密々賃金への)K a的影響がそ済応 

果に &ぼす勿果に っい<.

, ﾡ低 給付 そ済性に っいて

s) 主まるそ営そ沼的学限つ時向的ﾡ& (期向修)zcr- 
2c22&cと& につて

o) 他っ手を2っ 教に おけるそ客っ発及 ( 毛: 営 に段 ) 

&ctzo& oe2みeeccん I二 ついて ・

c ・ ﾡ消ﾡ果に っいてのニクよ> 死えのﾡ目的は 希ﾡ 

伊られさを宮そ済的認械を系つ報業に利用する- とでみ 

って. -れは

/) ﾡ術的 • そ済的. ﾡ楽的. 組載的 • 法ﾡ的4日列的e 
受化ィ置に工ってわれ. e

3 ) これらすべくの次係において. 全そきにする改段さ 

れた条合計働に よっ<行われる。

2番ﾡ区業上o旨的
そﾡ政条z ばそ営ﾡべそ営2 乙 り ま く 数多のﾡ済的社会的 

ﾡ係に目的をﾡ拡レ と甲を &す 二とでめる。

ﾡﾡは決してﾡﾡしとﾡ ﾡ体(今eededc )ではのい・ そ営べ 

矛え段けﾡろ ことに 工ってﾡ号 し て いる全を済っ-7の部分 

で わ り 谷町 である.他ケでそﾡにその済有る. すつわっ日 

家. 共同体ろるい名くっ全駄政の-部そるし ・ ・らには公 

課○ﾡい今でもみる。 み2にそ巻は社 会的ﾡみ体と いえる.

これら すべて 。岗唾は 生啓 - こゝにいうそ営は不残のも 

のこレてでは2< ホ続的 ね 化 と 発震 において & <れる —— 

の任務.殺務. ﾡ求及びﾡを系す.

ﾡ系的0を引改ﾡのデ行はの肉係及び*れのﾡ震を現 

Eす るすべて～ﾡ済的社会的ﾡﾡと性世力2で t識 . o 
かん十<甘乙っそ沼的に径. *れ現任までへ充ん.予型し 

うる糸つﾡんにっいてつ"6対の知ﾡを前ﾡこする- これら 

。 平 知は 興ﾡのへ いﾡを計ﾡがﾡ示す ろよう ○論証カ ある救

によっ て任明 されるeで2けれ Fra らひい. 価常 . 非常 

に 主置的に杉m っれた台2 ○ﾡけ o い権微は相に 

何っ感ﾡもえ2いも oでPる.

ハ、して体条ﾡ 虚計引 大ゥエう 2そ営区業 こ◇ﾡ目的に 

4仕する.

4 ﾡ営ﾡ理っ- 緑的ﾡ済ゐ震へっR/
e) を営工製ﾡと み林ﾡ 過っ全吸政とつ ・和 •

c) ﾡ税にの目的に工る (系孫2済ﾡしている公共体でば以 

あ細整の目的に4る )を官そ消Lつ幡表へﾡ備

A) 浓腐君 の労为組合 と ハ労川痂的の締蜡

と) ﾡ税 木以市 帰政策,献庭科心 呉易に岡する林系区業 

Lへ目的に上る ﾡ料の準ﾡ.

ョ 数貫工"目的
ﾡ済的計ずﾡﾡ(レとcaと/c° "ecAu.n子.Suesen )はそれ 

ﾡのとめに件在するのぐHα< ﾡ営老っ活勃 M 曲,生 

普省型を多し . 至営ﾡに&6大のるﾡ済性る昇そろべ<目 

円 ・ られてい る. 牀業 制■爾 制機 が こ e よう ○ﾡ営を済的一 

従采の根術的 ②型にはったモでない ― ﾡ味において 

理ﾡ< れ . ヌ的 に成ねわれる限り ・ 求計ﾡ制度区不挙条 

事中で通教める山以とつる。でみる- 

計y制ﾡ口-番営にﾡ任しﾡるいはもたら:れろ、 ・Eは 

甲業目 的実現のとめに 政消< れ わるいは生ﾡさ れ る石形幡ﾡ 

用役給付 . 縮利っ数塁みび価 3 でﾡ< れろ ・

頂曲計ﾡではこれらを済跡価4(we2/2) バ家でろる。

へろ ～ クへ



税登引すは 治区会計好はﾡてﾡ認した回ﾡﾡ化 5: 
「優後狂みが低A限チ @企生),x。r.o...............～..
りそれイ-cクu((an< <wtpez , wurcp Pe wo.て - voo&.ste . 〜x -
Ca%.A,)を で さ 

オす る日ﾡ的 

例的に皇求し

金レて 可ﾡに L 
沼を科はL 

そ宮でﾡ同 レ て 

政 艦 状継 にセっ 

烈<れる. この

Cんaイ3 e )

る どけ 完全に 日月 ら り、 にし ・ﾡの王河みに

術的 そ泊的 箱額的2制$を工りL確に 

て 在認 することそ ﾡえべろそ老合理化を目 

• 実現すべくﾡﾡし2rなら2い.

に空べe そ済的 通み系て 目的に4 って糸砕条 

い た VewwcどCcwxzd&axzc2c2cSてK ( これは 

た交化をﾡら解明 し のハっ e ) と本ﾡ的にヒ 

ことべ理解くれるるらば. 価 他質全( wez t - 
—— *れべにと え滋ﾡみ計ずの形形式をと って 

いるとしても — を 回避 する2とばしてい。し ハし4が 

ら VewaC才wss Kaww.caacst;k では査ﾡ ( schどtc夕 ) 

はをﾡ牲をそめがれ得ない という理由で固< ﾡいられて (&.

これにタして 王済 ではﾡ定を甘甲のニととしていろる- み の 

ら 見役 リ cAiなe )軒価Lcweteッ) 墜ﾡし(wiん2c) 2 
理するくve/e) ここﾡﾡ行常○本ﾡ的ﾡぐみろから-

し た力: っ て 既ﾡ状ﾡの死化の 評価 z計算. みかん < 林※ 

にﾡく起す るﾡ営及び唄失の価に こ*危校あるを管そ済 

約歩べ守在するのである. こoﾡ合. 現金計ﾡのﾡﾡを8 
レているエうα 正曜性 バ向 ﾡとなるので2<. むしろを所 

的 次 そ(w2tdc&oft&z&c pイreuco)にす る杯業家の目 測 

を鋭くする2と ・ 要するに破<ルな —- ﾡ置的 ﾡﾡ的・ 

移理的類慮に ﾡする 彼っ全 < 実務的る温 参 をﾡ値ﾡ単ﾡ ( 

we2taoyzだet) にすで居ゝるこ*が軒ぼである. それによ 

って杯業条は彼っﾡっﾡと そﾡ乙の非常8 多枚ﾡを全体 

こして毛え. 実 政的 にw成レ うるようになる. 町ち個々○受 

茶 を全体に対す ろそれの 全済 的ﾡ特にﾡっ て 正しく取扱い得

る うになるのである。

〜ぷ～

ニ～+»にﾡ会ずは@@円ﾡﾡにレて そ • ジ生を呂ち 

n g e 的 )私号に円してそﾡ«公ﾡ台 R ぐや3-とべ

知りられる ・

経ﾡ< nedAつペ問に口して設る成総役受そ桜的 

#fF+る+命Gm田こd4ら2い・ 主戦2 限ん な 舞 向家。 ○ 

評柄C磔へ阳同らる疮意.n谷由に场ぬりるでおろう。正時髡 

和<れe堤M者にﾡるように 曲 曲 ろ法はなくぎ 授ミう 

る○でpって *れハらヘ不Q的3 "たエ リ0そ 機話 に理由 

ずr ゥれ ね ビみっないでのろう ・

mzちに すべ<ヘWは不W280でPリ・ ﾡに砕求に 

おいて*うぐろっ* Rい瞬向つうろには王済的で過ﾡ: 

» 3い口言がする . こ C ょ う ○場合にくれされつﾡ業 

案調み際 新 し い品を行う ・

空 消 的 計丁制農において 中a ﾡ際没してす り 、、二 

zではな< 央りそ配めたっらばﾡらに 「通個区正( weof - 
eetc&ttaua月 ) 」で除去すろことがで3る・

宛災○解岡 み &甘ﾡすろニとは それを初す に おけ 

ろ呼里ﾡ失こ ・て とハく選型してしうエリりはい"なる 

場合 ぐt エリ 包 理 的 で' あ る .

4 公ﾡ上の百6"デ 零 - -- *-T-番 . で ・ゲ-ャ*®® •♦ー **- ・- *-ママ------マ---番で-*----------------マ
公共ﾡ団体にかゝ わる 系敗 ﾡ・ 孫に国石孫並びに公召杯 

でほ不系つ有ﾡでみる回K*市町行氏なごがらの 杯や 

み※ そﾡにTい て eっ岡 つ何 べさわめてﾡ受で烈る ・ 

彼ﾡ ～関号がてであるつらば. 回会ペで翼会で好みる確号 

を4. 承業ﾡ宮ヒ喫ひ炎区る愛ける ここ は系管理ﾡに ヒ 
・

って*都合でろろ う ・

住氏っ格家数化にはﾡくの形ﾡべみり う るでみろ う が・ レ 

かし *っr2 おそ消的 c w t。-んft<ccんx) 日的にっいて 

t 声じをﾡいよろ エうに す ろたゅには数ﾡ計とﾡ協計ﾡ -

ヘ



二れはﾡﾡ的?報舌でちげっかに< れ件ろ - ～公向"系ら 

劣1 手ﾡでわ ろ う。

公岡すろみ合 旧のそ合ﾡ済L同路にPヨリ のゝわる

製dみく . 全 済 状ﾡ &び4電理っﾡ県に?て "全 

( scsamtwed ) a 保 している。 が型 まいい・ そしてこ九 

はのみらゅるを沼都口1で普 行われて いる品電的のtるに 

よる乙冬長もﾡ解レゃすtfのとつる. .

公的岡じの急救とﾡ用にっいて a. &C2 数1客前, オース 

トリマへ系科後官 工 2. P ・ Heffwtxun が、「国石み移理ﾡに 

おりる 会計報告 の 保理 にフいて」(" iee 2 Grtun4 et 
dex RzcAxwr?dどe?wn子 ・ &z Sなaoと f。 t レe2イx&イて?" ) 

乙いっ 静文 でﾡ&し.ﾡば*の論え2 次っ a 乗 で結んで い る ・ 

rいハ。 る浜林移理 モ . たこえ*れべ感にのものぐみってむ 

長い類向そ こって+れ. 公塚の曜解とみ7は次く二とがで 

そひい.それ教. ﾡ各杯ﾡ理島はそっ任務ったゅに全函ﾡ・ 

な かん すく 挖•会 c 理解を 乂 要 とし ・ ーカﾡ氏みが政谷は回角 

珠堂理司 0 公式の 会計報告をじ実とするっで内る. 」

B杯栄数産計算っ 目的

Zwecec fesxeccAe〜 /ン2mれダ1enur2cc&n.ta-

坏 兼 後 一的懈 . 合理的2杯業をﾡべ話数に③って以系 - 

た. とええ次りある彩能 でちっ だと し て も ― ―にノ 任 し て い'た

zるい解ろ2ら. 林外業 欧産計算に内して*っスっ二とそ 

a認 "る&ﾡない. つんと 2れ d 的杯紫つ従備以糸づよ 

そ z。ク知の抜き にわた っ て . 林木雷預価は 例外 と して ・杯築 

数産っ ベささでﾡ化は少レも 1税へ れるいエう 2計算制ﾡで清

<れて系Eから. ニハエラ な傾同を もっﾡ茶計算制及っ 工 り 

以メエっ 秘&へ試 # が 実区商 でﾡ«<な全 れ めeoはﾡ<ﾡ 

にユってからこ とでろる.

っ o な*物確樋は役負 —— い*一師申ﾡし を林ﾡが既ﾡ

～ /ィ ～

合乙しても引ぐあっモことと示している- しかし *れ、ず 

系において 1数准計子へ経:れるこいう +分2理由にばWw

多なっ ・がり eﾡ務5☆ • 系ﾡ営全ﾡ学2字向は的もへ 

ﾡん ごべ杯求政准計資に 氏成へ a見をぼべて いろこいゥ 天は 

- 分注ﾡ さ れて +い. ﾡかにそ系っ学ぬではかゝるﾡへ目的 

ベ 政的用 べﾡに微&的に死先 れて おらず日つ教つ 

< ヶ 法で、証明 されていついという欠央2 追名す 3 ニこゲでさる. 

質らドイ のに但っ W 乱a を 毛えるこ, 既産ﾡ負X諾で 

雄制 及 な•選率 と/料 ( Renre ) の 明確2 区分の 耍衣ほ *れG 
すっためへ主張ようにえ己。 2のことは全く正しハっeの 

ぐあるべ. しのL 杯茶ﾡ制ほにない て 試産計否 & 快する 

一の理由でば浸し て o(のでpる-

* = でtメ下 . 林茶ぼ産ﾡっ 目的にっいてでさる なけ 全 

ﾡﾡを手える 試+ を*う. しかし二のﾡ託もはこ"論ばをご 

二にでも当て Hチる激教どと 解 してはならQ0,林茶そ営そ 

の6つ べ様く で あるエうに *。 t計ず形銀 る ま Eポく でらリ 

るこいゥつこそもえるべ工い- ・たがってロ間なる功eでも • 

pる ﾡ体的な※営 pるいは 氏体的 o森で理活に とって. 

t昇制後つﾡ厩段ﾡでつ如何な るﾡﾡこ花経が最も 合日台でa 
っﾡも召用でかるかるウほしなればな»ない。

林業 数産計算のﾡ宴つ日的こしてﾡえられるは. 全的及 

w回列的2手営財産つ羅. 病益針算ハ補允と統制,生落政策 

ﾡびにみ業政条ﾡ係の計ﾡ的登ﾡずけ . ﾡ税ヒ び みる翌つ公 

砲上の目 t夕rに 上 る 楽科のﾡﾡであ る ・ 

以メ下=～名々にっいてべる。

1_全体として 営数里○ﾡ梁

数産を ・理 しているへなら誰でも . *の 価値と 価間委化の 

不さSにっいて十 正ﾡで観令をﾡっ てい る とい う ニ とは自

c//へ



明 e 多 柄 で、あろ う. しハし ・ みﾡでにだ二の ﾡ 2-ﾡに 

そ営ﾡ産の大部分2の7み不ﾡﾡ○面沼活程 支 布豊 收 

級～エラの台公的甲受 みらびにﾡ物 科械'. 商貝 平 

ﾡoど○資ﾡの物的記に「ﾡしてte. ス。amに未e 
不ﾡみユ( /o4aweaoax_2244eの) —— 二ゝで主として 

その価d向ﾡでろる- -不知の六いさでアリ, したっ 

て ﾡlえば字ﾡで失われた部みも ﾡしご見ﾡ りるか→た. 今 

日で回有ﾡや 不み得杯てはいか Q る合 て も条条ﾡみ。

に ﾡﾡを 測るか. ろるいn ゆ殺に 工って 見ﾡ ろこと& 

自明のことゝして 税 している- 乙っことは 確ハにーフっ大 

さ a 雀夕 でろる.

しハしバら.を業半ﾡみ務は杯か認教の際. 林不のa 
年分2行うのら. ﾡﾡﾡつ測ﾡ&超をて 不ﾡﾡっ 受的 ( 

3ccecてaズzewu )G今 —— 承初まどﾡﾡではあっそが - 

に移行レた. 為 は堀的に ( W<et～&ッ> ) 分.演 ・れe 
ﾡ報乱 . ろ ・確記で れ合 ﾡ"+分4個 ( レo//cAeureat- 
4クタ)そ勧める。二れほﾡﾡ的こ列であって . 合理的ﾡﾡ 

行為はﾡる数ﾡ計ﾡでに油ﾡ< れず. 自 田 に理 しッる際 

の価個性に注ﾡ し & rればなら ないいうこと B ○枚ﾡバ 

そ o 価個を ﾡわすニと ゲ少 く 乙れなる 程. 伯任にます生 

寸注ﾡレ なrらない ヒ 、、 ウ 認ﾡは失 していろ。けど 

し敗のそ済的電受さを 殺現す る のは物塁では Q<田で»る 

からである. 可ら物ﾡは称々な 程度 cおいての み価@ ○い 

手であるにすざな. 二のここからﾡ不論ﾡのﾡ近にっい 

て ○ﾡじの程ﾡは ・ すべて ○林業ﾡ管 .. 森林省に おいて 同 

じではないこ乙が分る. 木ﾡﾡ価 が非常に大さく巨っ非幣 

2要 るヒころでは 評価 o 憤 が最も早< う ムわ れ, にっ 

い て の実的 毛 艦が ﾡ も 有利 に 効果 マー る から . 方後 他 へ 犯経 

べ ます キ一に 行 されるでかろう .

リ差る% の 4値」期っ1係し ( dcma wzte 2ac&e2んxtt),
へ々 ～ 

i rハE二aﾡ別ﾡ (そな力るいﾡへ"0)°但?

od -4にを沼ﾡ的千スぐハる. んこaれは生済

担ﾡ的xホ。 そ ・ Dccと..t; <xeceot.en accceof 、、

E»～iっ " 2承す2 "っ・ =へ 但ぶ"用 別! tPrtP
xe o...e>は条に おいて年へ 良リ 3 展々出- ce. "ocパ-oと- 

ラなtO)と代ﾡさ れている,t"t 除統 c 原則 H 就來 手 に 数 

ﾡαもとﾡ解、れ た用:れて系きべ 二っな法に砕不 

番ﾡ部のつ価也ﾡ災べベ*く 2れ な らﾡ ず3す不モ 

ハっ不近Eものにつらざる2科・- 式豊げみ-?請す 

はそ済的児ち&もつ昇向家性に工ってLしく • しかも明台S 
ﾡ2温さ起し た . 保先ﾡ則は ﾡﾡ ム の 但的価型 ( we - 
/ppse E2faddct2 cted Voy-rxイvez.～sc..s ) 及び *っ 倒ダ 

に〜計ﾡ的をﾡ(2cc8,c2sc%e2 Kott2.dec .cwuweotveuペ1 
零 • -ャマ、▼*で------ -------- - ▼ャ番

doo.z3e ) ヘ。 求がらってめてっも済約ﾡネ 2 ・
/ や で Pっ つ ・

木 ﾡ砲の係砕に杯系数がﾡ例公岡パ &よeるのは ¥れ 

バそﾡ式里の空支ね部かを2し て いるこいう ここ ビぐは 

い. 流ﾡ営差っる化4らに字2金べずそにら北 番、そ 

ﾡ同にﾡ簡整バでさるつに, ﾡ税価は-及われ、ば非 ﾡ に 

銀にしの骨ﾡﾡべで会ないとっ 報ﾡにe+るのでろる

林水ﾡ忍価 の化 c Ve2dzとtea "C P2rt ) は登的そ と*は 円 

Q的2世ﾡっ地のび書ﾡ a 甲っ4りく計出ににじて立7 - 
か, たは旬 %現象2 ど不司力的aるのに工 る結 果 ぐめる 

かのいずれかでかって し モ際には砕不商税価べ&化す 

ろ の が —— A&eら, ゲ師に ﾡ調しと上うに ―― 常例』でやリ・ 広 

正林つﾡを放そ ﾡれた砕条条べらくほﾡし + う こ し e 
工うQW外は合&い00. 新位林 後 +叱改及 林姫 

報ほのどへつ各ﾡﾡは妖産をﾡし ・じﾡつ維ﾡ質 修貧 

。 証Eﾡは ——奨栗 で、 だ～eC2o Aeeoewun という ― 近ル W 減、 

少・山る。町 産変化 は 頂 施圻 算 . 深細価計算. 給e付ﾡと関豊

/ 〜



レ て 現矢の恐 をもっのでみろが, これにっいてはほに べ

る - 林柴を ﾡにたける 望的 営産価電は - " Veamsa.～ -
いう宮柔のﾡのﾡにﾡて —— *っ々 っ絶 に 亜刀 を及狀

ずべでみリ ・ お上 

s/oatc Ka/x な /)や

そス初夜下 ﾡ 本«.u/2ン〜ァんc << -
みるい はﾡ在の分ﾡ色( 子epxnwixfwc

えeocんパペタun子とwecte) のロそ 制的価 価f_(f/kt/Ve〜 W/e?ナ )を友 

際ずべさでひ(. 鉄 生り るそﾡがひべれた心林の二 つ エう 

なﾡ産価値つい し を価の長 にわたるﾡほ弟に価仙が 

ﾡ常ﾡ的でめろ ばかリでは2<常に危式リ ゝみっ3はれたﾡ産 

*歳 を印験くく でみろう ・えのにこの児ﾡしほ多く ○ﾡ 

済的渋意 —— 国エリベ 威大 臣 の —— 28易にする-

二の央にっいて山局長宮 8oa4acC 命をなﾡのこ.と.

木ﾡﾡに っいて の全体的知識は そ ○個的書n(ez1n- 
Ae stkt.. )部 ら深級マ 令« による岡的ﾡﾡをるセﾡ 

する . 二の鍛央ば各く ○ﾡ* ※縄 ゐっ除社 られとそ老のを泊 

的状ﾡにフいてっ 総活的ネ暴 を完全なものにし 杯ﾡを老に 

おける内都を沼的 ならびにそﾡ改系的2喫行計@みび4生先 

計 ﾡ, る基け る ,

2の確認は伯 々 のﾡ営処ﾡにﾡし て担ﾡ ○ス割 を采してお. 

り ・ 最伝には全そﾡのを済任ひいう二とにおいて効力をﾡわ 

す.

株ボ. 母貝. 釈物つ< .ﾡをﾡれ保みい投崎欧のﾡ別 

ad載corwsta)( /7xxc&vA#fe > に基< 合理的利用 に 

っいては. 統にﾡﾡ ○計算制展 乙共に業 へも 昇入 <れてい 

るから. これらﾡﾡ素に肉するﾡ細つ論証はル喫と ・ない・

・ かるに そ 営行ふの不系へ 対象でPり. そﾡ複産っ 柔も大 

g R部分 を な す分。価値 ( M "aSZ dez Heey&estanvce ) 
にっいては. 実際不正ひ観急しか存在していひい. これが 

シくっ非ﾡ消性 ったを済的2置・ ボ会っ (脱・ 毛名対 

つﾡっ= 対列 ずけ 4 o み呂 &なすのでろる ・

みの催を知る二とはこりわけまでみる- ・ればこそネ 

今個にっいて は ・ 除依 .向.T. 土に改該 林保護 

処澄つエラ o承ねﾡふらるﾡ直をし た場合にフ いて ・ 

死.ﾡ<れており E 派况 ごれねばひら ない. とれ と 同時 

にそ営宿にこって没ﾡ的み色のはﾡ甲岡やるい は番ﾡで は 

ひ<期型価でaければつらひいという二 とがおっ ずか ら理ﾡ 

される.

林分み びみ分給( o ﾡ記は 吹後ﾡ央 &び攻殺5逃っ決 

ﾡ々的不咲ﾡ没足に もﾡ«る殺をそっ ・ 弁た也にK 
牧得a —— mっ 税の ﾡっ —— に称分価値の判断る確証し ・ 

エリ 後れとむのにする ・ し eゲ→て ニヘエうつ価肉保ﾡ 

業素ﾡみ で量された孫公@ﾡ ( exmcttc /てen cstadcowee - 
tc) っ継ﾡ的照ﾡと俊正 ( 合uufeuca Konto/kc cxd &eこcA- 
x*タ )こして.叩ち 永統的さd こして初求を 従神す る o 
でpる. 営林ﾡ長 ゲ林分 価 盾•を 斌 為 に 変 更 し っる と いう通味 

ではo<. mﾡ変っと 回 じ様に. 次類へﾡ奈季ﾡみ"ゃ 

新し い 林木認傾評舖 に 至る までに ・ 価ﾡ認つ確証る 条ﾡし 

なければ8ら ひい こいう 品において評個 ﾡﾡはﾡ に入aa 
時今条を受けひければひら のでわる .

ニっようにレて, ﾡ営内で活ﾡするﾡ貝は全を宮っを済任

-役夕立っ エう ひ 価個皇勤( u eatsexwG てaec )2エ ってだんだ 

んﾡeされてくるでわろう -

<らIに 林分 质 値. の 価施 は 林分 帧 陣給付 (ルシなルXfxみ一)o 
帽査. わるいば商ﾡの 刈ﾡに とって こ記宴 でや り 列的に で 

される種«っﾡ営 ヒﾡ (ほわどc4 ve2Peeicん )のﾡ行にと っ 

ても 3た 霊実でわる ・

3.校計買.深ﾡ計質政番計ﾡ○西子としての敗産ﾡﾡ



羽をﾡで 炎本と イ ( Rente ) の1今 る 2分を C ハ の 

ヒ は ・ 生会低く zwwxc&dwext>の在認が 前張となっていろ- 

手 &n み分価色ハ っ 服 もﾡ奨に 弟くことべでさろのでP7 
て.eに ゆzesみezdこのあ法と の キ公式( QムJルグ纭 

3entomuイ )及同にﾡ用 していろ-か< して 列杯のの 矽 

産協@口ﾡ盆耳っ-つ つﾡﾡ2祭回子 c 2ろっでテる ・ 

オでにス. で区べ&工っにみみに フいての受的2死はﾡ 

みdを常に今ほし , Eルﾡるﾡ合にに修7るみ会&ﾡ

妖する.

み分らびそつ合レにﾡ強の生長2ﾡ"多 二 とに 

よ っ て政ﾡﾡ0段び欧ﾡ添つﾡに すろ受 はべ相 ら れ ・ 

価係貌任(w2CmCpipcNac&Aoeceeく )-っいての判 

断が司部に恐ろ.

林木ﾡ衣価 のﾡが ﾡ々2れるみら ば不亀役調週互と

愛ﾡか送&び登新記ﾡがﾡの担多新別 ( みeみet2e<イ-»e-
Kooイe合Ce dイez (lo合;vcovaよs cnスemZv&っu ・nそ cCc e 2e
そな - ・クuC アrな c&oec合tフ Ye2fxMoc〜S )が可 ﾡ とリ

そ れのる法の 継ﾡ しe改ﾡに で到産す る ・

段式数認2用いれH<らに 以星計算はﾡ益動ﾡの負ﾡ的

ﾡ 2uZeotetzce&e 火ee4ee 2して 松能す る。これらテっウ 

計算は同つ本字を候って 計所 才 ろゲ, e ・ 分委と 縦にお

いて っみﾡろからでわる

表ﾡにﾡﾡ価価は 愛個ﾡ宜 • ・付墨を一数盛ﾡﾡ査 c Aoste - 
7uJ 一 んecsfxt2d ー / ccoucC /evZccs t イe2aィc&crtaeグL ) 
iz 円ﾡﾡ2 して利用でさ これに 何列み 及が全林業ﾡﾡに

花翌す ることがでさる・ しかしかゝ 

キに土 をも火 を学派ら生にへ 全や

に 泌 塞で ある とい う 理 由 でRね ずけ 

うなﾡチ が置 かれるべさでない- 

そつチゝﾡ益計昇の百的と称しe. 

る目的に多くのﾡ名置・

. 書ﾡ評価を攻盗性計ﾡ 

EAへ側"ら生じe+ 
彼ら は験産価信つ確認る 

国潟杯省理島も また その

は 卜 主 サ べと そ G»5と,2Cとメーと..:5daxtccecscra において ﾡ用 

ないし 京 休セ ヘつ , a当2神( aseucucte Keeiin4un3 ) 
21定し て(e。

性品ば台占に災理し うろ歌をのこころ , し かもエ 

り六さい ﾡキバヘ.今c ffeべt)こ$ す る工うなこころ ヘ入 す 

ろという同四2常に府ﾡとしていろ. ハゝる ﾡﾡはﾡ米を営 

内師つおいて C さ～aゝマ当する; 手済的にﾡる する不8 
ばさa ざ 公を営上の阿ﾡ性 tこで . ﾡも大さ aﾡ系が期 

:れうる可ﾡ任&#に じ し. ハつまず*れを契するで 

Pろう- しハL 「系杯ネ( czec 火apてad ) 」,り 收 誕 程 を 

工*企来の*れと・ Pるいd普 曲刊字～こ ヒ岐 するにa 
*っリにおいて 森べ営利 ¥密 こひされ*して*れに 

福 じ’ た 全消•目彼 が チ こられたものこﾡされている。

、米にﾡだけるそ活日様の向ﾡ2ニ ・で詳畑に論ずる 予ゼは 

ない が. eベ「- 般的ﾡ求力こを→つ全済目標 —— 杯ﾡ 春済利 

条(fetCeccAc tcイcEa+Csaufusc )といった&味でっ ーー は 

書仕レない」 というこそざけは云えるであろう.そﾡ目 操 

設ﾡは 弧妹冰 百 るっﾡで. しハし R終的ヒはﾡた的a 品 

である・ﾡ際 減凸ぬ性&めざすﾡ汚行ふこいう6もﾡ 

崎の上で祀なﾡﾡ目裸であろ. L かL 自 由 に 要理 できる 

危にあるﾡ本っ最も石利なぢを EEに て ・るへ山短 

明のﾡ本回ﾡこ ﾡも 安 全 に 見積られ な 利 博 球 会 で つ企てに向 

じを t っであっう ・ *れえ役有利るぶらにあるﾡっそ 済 

活 ﾡ からへﾡ 清 活9に各易に多リるよ うに ・ ( 信 & 営利 

全ﾡ的に でさる eけ 可 納的 ◇ ﾡに してお< ニとを空税する 

であろう .し とべって目ﾡもの生産期向2まする林業は吹 

生済•と して ユ元米不遇 当 な 空潮都門 で, わる. きた-英しと吹 

並を済のるもの2ゝには存在し2ハ。土 も a学字説も確 

かにこの電ﾡにWっていたっでﾡるが. 承ﾡされた計ﾡヶ法 

はっていたし. それの用は山林2忍ﾡな狙化にﾡue.
へ /ク ～



( え ﾡ・ クセン)

ﾡ産計ﾡがそ営改条的の内条にレ て.たと え承計羽程 

へ・ Cﾡﾡ任2 しeいxしてし み任つボﾡ ﾡ及バ 

工者 Q商係の 12 ﾡのﾡの ﾡ冬2呼子でPり#るよう 

ﾡ合十分得在するでみろう。目に , 二の姿料 ほ 杯 角 

乱 団 体(waE<&exzewea少dnde)や茶委 ﾡ会(rstwttacA - 
afお2xt)。 ゅの 杯ﾡ 改系 目的 忆利 用これ 陽 ろ で、 ちろう .

今.程税上2目 ぢ

そ強そﾡ的に mﾡに確 している以ﾡ計 ﾡはﾡ税目 的にf 
ﾡヒ はﾡ用でさαいとして も. 系為 おにして. 彼の 全 

営○給祀力 に向する最食の過条2ﾡえ. *れに工って桜の 

ﾡ税ﾡﾡに確か 2チ前2下 レ. 税法に っいて ○i切 Qず と 

行 うことり、••で きる エう 乙電層eる西久をえる -

4公直上○目4
政産計ずはこの受において もﾡ監計ﾡよ 髪さは少ハ.

7oえるに . 私的系林有 君 は.祖税み るいにそのっﾡﾡから 

自 乙っ吹ﾡっ公&を 工 ろ こ a••ないでわろう。

し かし ・ ヘ々バﾡらの 孫林の 大さな価色にいて認誠す る 

こ乙はﾡわしい工うにわれる. 3のエうにして も ・ 林っ 

ほ乙保浅にず る彼らっ肉じば高られ> るでやろう- 少 

く乙も回名杯ﾡﾡ島ばその・ﾡﾡ産 価 他. 十年糸っ数ﾡっ 

認展 . aビ<政産根 - 自 ﾡ現条に 止るﾡゃ公象っ 失 

ﾡに不注ﾡに工る火光から生いた - つっいて継生っして 

公寂すべさ でらろ.

乙以星計身の全を済的曜誠協催に2いての余命

林 栄 数た計 ﾡにす る吗ら か、に俗っ ほ"い -っつ難論は「以X
差計ﾡ4a ひろそﾡﾡﾡ的価僧判断る許:な0から条計2

ハ/尸〜

&のでみろ」と前する・ ニつ判Hは明らかにﾡのこう そ軒. 

Nら「数星計ずつ日ペ - しかも唯一の目的は 林業 そ営っﾡ 

済ﾡ* ッ ぁにす るﾡ 色判リ 町を早こるニとでやる」こいク見 

解に量いている. 二れは みﾡﾡざ.

以 産計ずは - 復 &打真と 同に ——田他判!前か ら全くま 

々がれと翌製のきﾡ的社 ( sfe&xcoe こe-ズ、Cc/e.テ 
von aat.cん.. ) こほかなら20. 回石 砕る理ﾡ ○系の" 

wtc&xfzseaac&nui..e " (そﾡﾡ県表) eまさに改た計ﾡ 

てったのでやるが.じ受こﾡゝっれていたし かっせ島 

にシしてよくく○任税をﾡして糸にのである. *れこいうの 

t. ¥消成ﾡ殺は当設手震に生じたﾡ清にの糸手全 の 振 

授を号え た統計的令列に座してﾡ別的 全体的に圭き 

の従属を示ネすかっである. そ消災ﾡこ甲との日累関除にこ 

ﾡ斐から口ﾡくﾡられたﾡﾡ内でし か対gる ここがで会t. 
しかし*つ救他にﾡ因の保ボきﾡ突し ペ因っ合日的性. ﾡ 

活阪引 らるい な中止•の合目 的社 るl断し とこ"う#系○た

つ本訓そ引さ生す攻会る5える, こつここは砕スぐ期で 

び給 付ﾡﾡのの合/に a ・れる ・

生 逹. 生 普 ( Px&.Sてこxuc&etuc& ) —— 休ﾡ手協べ* うでら 

る工 うに —— っ をﾡ性っ刈そ はは野曲合 柱 (2ecee4e 
Rxctu..ccCtc ) の ﾡら士継する ・ しかし二れに向しては 

既ﾡ計弾もﾡ金計ﾡも後系を今之る &oでre< いビい 

ﾡ渕をポ名ずけ. そつﾡりにおいて ゅる充的d 酒.を 持ち ウ 

ろのでPる。彼 #的 合目的性 べゅ今味で れた&らば さらに才 

5の校術的可 ﾡ性 のう今で. 全全営ごﾡ性して&も石利2も 

のが 快 ば. れな り、否 か 調査 これる. "はり 2の場合にも販産 

ﾡ*長益計ﾡは一つ毛し2い, 二れた比鉄ﾡﾡ谷& 

w 比数給付調ﾡ に番づいて o みA 許rレ うるのでろる.

ニゥ: こはすべての生産をﾡにそ当する. レハし ﾡ業 に ら 

ってrは 任産明 向 ゲ長期 にわたろた・ 主代ﾡ はそっ年ﾡ

ヘ/クへ



問と何回界的肉を とた3いという特みへmわる. 短明 

生産べ可ﾡで / に 枚回っ式不回転がき : れる 工系をき2 
目、条 との 必 く 手 資 的な 区別 も こゝ に 円 る. 曜, * ﾡﾡっ 刷 

差物っみ工系ﾡ営とっの ヒﾡ てさる-

こ>でばを済ﾡ果の —— 勿編唯 車に 我的 a —— を営を消的 

断もまe行われ工う .

業に おけろ ﾡ産ダ 昭&(VewAne4ea～才)- ﾡ も *味 

あ3拘 2行った"TK Lfuawt でpる. 仮はﾡ企系ついﾡ 

質ﾡ岡長 日的を従死レ. —— ﾡ税日的"相究目 的こ べて 

- 期 甲○係全を彼つ比ﾡ多条つ中後にﾡne. 芝：： ご 

役べ「不業にガし て の厚 賞借司 孫数っ 6 っ後摄n この※に 

関してﾡ企集にずる工りもはろハに少い」 と45命するのむ 

ち然でわる。 しかレ伯列的並いに金体的のを営以産. ハん 

ずく 杯不番務ﾡた2 Eﾡ8知 成バ林常ﾡっ ﾡ向とレて tっ 

そ官を消的品数そ役に見艦していた-

この+う 役呉のらすればﾡ計ﾡす べてつ兼を営に 

ろって同げﾡﾡさとのま2そ しっものではつい= こは調らヶ 

で P ろ - 林※ 宮ﾡ産べ大さくなりﾡをが大さ<公って兄 

ﾡバかぬ 様に なれみろ 程験 た 計 ず工り有協に ﾡ電 し 

それに署2 ノン女用は エ ﾡ他わるもの と o ろ で' あろう.

L りら計 R び tすの 並 び 子 氏z してのほ

De &..c&fcca.xr イ Gecon<ee L".Zuxバ.ッッど e Veeiジァerus - ・ハペ

E ② foy&cc人 ・..x一

計ほのたのにを老を済的に認漂さ れた目僚に応す 

ろ形ﾡで系に従される. 乏こ日的2fTるものではな 

< にそ全百"計a 大 ﾡ制つた»○補助ﾡでハる.

"形雅 ( oatcc )そゼ乳系っ糸 s 任 継性.電 

にしたゲフて 的る すれはもﾡっへミでとﾡ性にしたべって否 

えられるべさ 岬うハα日的社っ向認 ぐ o る .

帙 家 の a 案 的 ハ 山林 生 副 が契 水 する わずかな ぶ錄と . 八ロ石書ﾡ 

ﾡﾡの細かく 分吸された計費組なごの向には限り な< 受ﾡ2託 

の形ﾡが得在す る・

L 豊典 ご 伝 務 』冬載 ■

計ﾡ制以への製ボは時代"をﾡ*とE- へさ<. っ多体 

oeのと③ってさている.

以メ r 不企系のほは 不呉的 に ﾡ産ぼ表 役を区常 オ 

表に何く 工うに組み立てっれていた-

・かし 計 山そ消 こ 函ネ的 ・統州の彩営 で 条4 とをき～そﾡ 

性にずる肉じべ市岡にでて*た - d2山t2<沢し工 

っ とず れば 衆価妃っれて ・れはならひかっと し •空当 

のを済性2永く交ﾡ^ d エう とすしを済任 様託L:れてIな 

けれQら2ハった. た 函のを消行政宮行べ多紋のを宮体 

べみざした 成果 2 統計 的 Iる 化 し. +分た用し上うとすれみ.

旧々 の 全 済 部内 の 弦記 ズ空 攻 へれ 掲•る そ ので れば ならるか 

っ e .
クくして. 「国立を済任ﾡ理ﾡ」 ( ぐecc&cAaCo- 

wなcん.afoeck&.r )に「国2を営ﾡ済委ﾡ会」 ( &c.is-～c4c&- 
uB メ &cfe&xwcx..x ) が設立<れﾡ託の ﾡﾡ化 のたゅっ

ヘ2の ～ ヘ2/〜



が針者っﾡがﾡ2れた・ その術は 5cwt.&～t4acん 入 * ﾡ 

的彩署 2zた「夕紀彦ﾡ話の則 ( イicGrawイdioe 
&.o6kこw..夕cと&X eue )でウって 日愛を泊相 

イ センを消相&び回 家 を受会従令て ・クヨ フ 単 ・ 目〃/ 

日美名された. zのそ営そ湾的に番ﾡ ブリ ら れたﾡの担3dは 

コンチンター メ ン ( X～tcx2xAxrew ) っ形ﾡでられたのて 

p,ろべ. この移ﾡはすべてのを沼ﾡ円に7して 基衆 门 お2る 

っらのでろって. しかも 別をA部内 ③いレ 毛名 の4だに e し 

EっンチンラーメンQリコンチンプラン ( 々”％Z PCo〜 ) & 形 

みす るたゅ。 条 そ十分に残いている-

コンランラーメン4っつ主ﾡ目的に夕2っ・部ろ. ハ ﾡ 

産ずみの役を負. ,保・ )ﾡ性計ずほ" ○) 

処理乙計通。2 ・では .旧2○を宮乳象を光全にﾡレ・ モハ 

そ合を消的ﾡ社に 4 っ て書が 2で列すること 大ので らる-ﾡ 

えﾡス び程 を祭 てa,例lえ ば 夕ﾡ ﾡ(ZxA22 ex&c) 
て網 ﾡ < れた ヒ争争 以外に. 全に 締 でれない 歌 渡 装 形

(Vozor.Se〜uauo. Paa)船がPと 液少 ・ ﾡり針てっ代e 統書 "的8 
そﾡ ﾡ用及び夕益( iいムズンv2.0少iん2. Aubomdumg u. Eog> 
モ計算の中 に 入れること. そ官外書 甲みびゆをを2そ営上回角

のらのか分ﾡする二と. ﾡ宮賃用段(牧金らにを的な 

&のzﾡ呼的なtの (非常つものでﾡダﾡﾡにmﾡ<るべさ ぐ 

ないもの)から区烈するこがﾡ宴てるる- このエうしてを 

る。細介化にじ実っ段らロすべて2 ラ：くにお いて 同 じでは ② 

い. 一*支 に 旗板.性,>理 由の、ら s○創定で:ﾡす試みが6:れ 

ろが 旧 a の勘ﾡ目。 *れ以工つ現は«0のﾡﾡにおだいて 

登笑乙ﾡ明2号える こ ってろ。

乙 社堂を営におるっン5ン フラン

社業ﾡ色!におnるコンチン2ラン の成w表えとして系さ 

れて いろ . その分須に 次の 加 く である。

クラスe 係ﾡﾡみびぎホ( Accescレeemtn〜: .. 火るC ) 
クラス/ V税ﾡﾡ敷産 (千c.ar.;-cLxtど..xオveしxtデァcr: ) 
クラス2 中任ﾡ用えび下柱金 ( ex.to.ど AufwrendutrCrt

cncC E2c3e )
クラス3 み料 怖助稼科. 生 宮校针,にポー,M,ねーーSホ 

Aotoムsscotfe>
フラス« ﾡ品確殺( KesfexoaCent )
クラス *製ﾡ & び製品 (/ue4-. "" 乙c&なァンuと2と)

クラス8 気 金( E2023® )
フラス? 共 資( A&c&&ue)
クラスs ほび& のを済師門で尿計貧ほ い済 』ﾡ f 

ず(se/durt&outex-ud とostexstellex2ccAo.。 )に利用 ﾡ れるか 

=の コー テンフランては 除卜 されている- 何ﾡなら林業におい 

<は ﾡ 別 深 価 計睥 は 收獲 賞. C杯ﾡ・外山質・型撃長に同す 

ろ 暗別 算 - -れ は同瞬に 生 を校 的的 双理 を t就明する一

ﾡ呂得 の成累はﾡ緊が ら浄びおれるので分る-

コンテンラーメ ンの介的みべ他っ分野 - e とえばるﾡ・ 

文誉に工ろ証誓. 学用ヒの直求の編成—— にも負効合十皇法に 

則って いるこいう二ては . 二のをﾡﾡ済的ﾡの本ﾡ的メレク 

マ-ルではひいが. 大みる ﾡﾡ性 と 個々 そ後記2多えて いる.

コンチンラー メ ンは ノ。 ヶ○ﾡﾡク ラス ( kenズa&2ddev ) 
に分れ,そのる«ゲ興に /クyっ歯を件( 火onZotaucfne～ > に 

それが+た興に ノ。 ヶのﾡﾡ種目 ( kotaa2在av ) に細田今<れ

Izよっ てなく ギえら れて いるからでゃる。

恐らくﾡ舎二のコンチンラン2みて・ チユりにも多 救の 

』ﾡ料 g べ ら れて いる とい う 印象 を. 啜 ける だ、 る うe この印& 

は袋十万マルクにモ の ぼ、る 至 宮 成果 っ ラ ちで. あるﾡの勘送 

科目の計ヒすろ殺が堀に少Iハと いう ニ とる 契れ ばﾡ・ そっと 

ﾡ※z り る に 嘆 いない . しし ニ で-。 向殺 に※注を下7 
ルﾡd2u. こwッっそ: 登»られさ動ﾡ科目" 総括 'よっ,

夕し22へ



そっ利明列をぶグなしめることコしに ※ぬみ河糸に ・ 

谷易に2り. 至当のむのにすろこと がで さロいハとっハ2おちえ 

ろたゅつ, たん"ろ利教として し役っ"し知れのいから.

コ ンテンラ ンは Nイe.o.c&.ax 函ﾡ林名型庁営あ 千ず系 

にﾡを区レ. 一部ﾡ縮<れて i記叫にじてﾡ 

C<れた- コンテン ランに工る笑と官ﾡﾡの囚列2明台 

にずろたy. 二～普物で附秋1といて添えられていろ KxイXo～4. - 
メ ﾡ杯活っ「沢ﾡ動名 社 目 役 (/ク$3 ) ( Vex2&ジcん～.. ccex 
xとチ&4cee.J.Jcut Kwuten ) に ・ 4花する笆用懐踵"； 存氏 ウう展 

・ッをておいと. -っ殺2-ﾡすろとい"2ろ &べ営 S の 

管あ会 にエって 低鹿 されりいかが明らハにムり • 区 ふﾡ震っ 

夕陥に色らに夕く でPろう ・e <れて いィ・条は政艦社 

商 及ガ线產友化,ﾡり的2ﾡ営ﾡ佐&びﾡ用ぐやろ . そg 
ﾡ采に彩番 するつは 政産 &化 と統書 ッ的るを営L つな僧 っ み で 

$,ろ。ニれらは次っﾡ笑にて系くれる.

・) こ つ ほ いﾡえへ港う 不T分っ ﾡ言 ・ 不 万 

まQ座行ﾡ ﾡえいﾡの維けの予7 ・
- 日が/に工ろ頃S で 野ﾡつ場0どや,っ°をﾡα 

置ひどに ［る Pっ tる在花殺つルﾡ浪夫(ueootzens vecど.crte)

ス -回的にヘ (へへるい受士こして)ﾡ社< れる数ﾡもポ

( Vexw'u r S ・クuc^ペパ イ&tx?eと )

A) 長澄にしてのdイ (ハとんtxxtve〜と)

e) ぎﾡ"知成びの入; 土r つ"長産

c 営たの座成; 史物 生休 皇 ゐ

4, 送産ano; 土r改ﾡﾡ肥 段

e) 千系へ番3計子上に生経するﾡ&りつ祝を約 消極的森林個 

刊 ( L&ムwwx and /&ddvec. F。 /a.Zoccパt.) o 解消(A2どae(ダ 

らごる合は 1A )

IT 統書卜り 的狩女用区 い夕に ず る 手ヴの分(Axなc/)
) □位ﾡ務に内すろこっ; 中 犬 言 行 中 同 •窗 だ

数入 ﾡ」と 後も.りをの 発

エ 駄産移ﾡ ( Ve2mtダ2eoいs合exct2 )
/. 安初を(. 貧ﾡを合む)にふれQい敗ﾡﾡヵ0及が浪少

②) 兵ﾡ.あろい/引でつﾡ震っﾡ滅 re・ 型初. ﾡ産 

の 初 当(Z wwei4wxn )ろるいa 平 去 (A ◇uAwuev ) ﾡ 姿 ある いは 

特価に工る不っ父付.

今) 長型に比してのﾡ 4x(ヘスンイスwwちn)
c) ﾡﾡ内でっ欧産。済致; ﾡろろい例不の消費.圧 

・
ﾡ林・椎昭. ﾡ不. ﾡ子の如名ずべてのﾡ類のﾡﾡゐの消 

貴 系がた物による弥め合付の支.

4, ※協筒却の象である役数産の沿ﾡ. 脚ちﾡ物. 総崎 

ﾡ、用リﾡ程. 叱下ﾡﾡの.

(iCexzeezCnete. DueotsてsfcI/et ごcrt.ど-.ceイ バゲっ/とバSどれ3)
e) A計. 業 条ﾡ み&測ﾡﾡ エ歌ﾡに 商aブこ ら o ・ 
(&44e. て?sLccんなs-. Veamucdcc:t&"wて HocL4axcx?uCcれ)

C) 栄学校.試ﾡに向するもの

d) 秋ﾡ当に肉するるの

e) 営係託に 口するもの

渝 に 導 た 数ﾡ移ﾡ と 総書り白"そ営質用及が手営をそ 記2ポ 

す ろ 場 コ ンテ ンブ・ラ ンバ過系 す る ・ kattec&き 当にお 

いて ク$3ﾡ&に ﾡ:れeﾡの大S ^はだﾡ動糸かっ洲 

的にﾡるここがで3. エリ大でい群においては歌た計算& びﾡ 

は計ﾡ公ら 総希 的 にタ。 る二こべでさる・ l 向墨は 次 9 で 取ね 

? -
コ>テンターメ ンも しく に コンテン 7 ラン ば/ 4 貝 に褐 げた 

認。っ ン大ﾡ的に則って彩成なれている. ャ/のﾡ多目的己ち

ダ〜



数産計ﾡどと砲協ﾡに何けられる汚ﾡは砕< 単て月って とる 

登皇 珏 ﾡ ◇資互2至営区星 ( caoteceA.nt &ctz.c&acefd; )2表 

示すべ きて、、ある • こ"成累は 本系そ彦 cn。 岡係 t a い森坏統.

送普理の4全ものと. ﾡﾡの 本任 ぐろろそのを@むずィが。ち 

ら の じ' わ E。 召目的にしモゲって分ﾡ (限 ・れたなに. 

ﾡ用( クラス〜)と& ( クラス2 zつ差らそ乙してのず 

ろ- レのし向ラ引容 向っ信r科っ河欲の4さ は当核会計及にか 

・わらのい. この程っいわゆる r 中衽貴 用 夕び欢枝,は分周 たれ 

て7ラスえに2れる。 そっト・ をﾡ数産( クラスo.ノ フ 

tﾡ官 実行"taotcgyteax?)に よって -ﾡのﾡに2生ずるべ二れ 

は長益計軍の除にﾡみ人ら石らない。 承ﾡにそﾡ ﾡ求 . 

中ﾡ票、ﾡで果は クラズ9において な示さ れ ろ .

尊)駄政投入双 びろ ﾡ し 13 ( 1uitg。&iogいn ud-2Tmoh.- 
m )ﾡt益の計年の 際配慮 さなし。

3冬契体条う宣必玄記.式認ぞろ認

-根2救多っﾡ形式っ役を帰るep° それらを又乙体

系 ( acchtczAnwoa.4dッsteっxc )に区 今 すろの で ある 久 常 二 → 

体系. 印ち平 式受 .ね式名 • 宮居 直紀 ceifocEe.xrpelt 
ルス Aa2e2x&sそとc&。 Auc&fiん&wn ) 2分して いろ。林業肉 

条っ分6でしﾡに言 &しており . 処p何 a. る午条ベ林業に ・す 

る かとい う多 ○死炎が8 s れて 系 e。

二っ向殺に肉してﾡﾡでれたすべてつ置ﾡをこゝてぼべ. ハ、 

つ今す るのは行さ過 ざでP ろう。分2それらは何十年に tわ 

たって分放して おソ. また-部唯歩した砕果をﾡにそはやな 

ぐはひいエうひ前 凝ひ ら生ﾡしているヶらでみる. しハレニれ 

○○字ﾡは「高花してア*的な受家形ﾡの記ばにﾡﾡし働ざて , 

すべて。 学ﾡの も乙でつ本質的ることがら2ﾡ嶋する のべみa 
り2少なかった」こいう 社判 は恐らく:れて よいだろう .

われわれはﾡﾡ体条る, ﾡ認の目的がみe<れるとめにﾡね

※ 为 cccA..wrtaoodeff) そ佳し 記し るし.計 す る 孫 

ﾡへ統- と 理解 しQければない. しeがって 乏込体系 は 

- 全を沼そﾡ*う で 方 る エうに - 日的 論的系 で、 p り. 

系仕 すべくそっれた日的に工って*っ ﾡネz 形経 &4る ので 

p, ろ .

この央 でm式因工びにﾡ式& こ宮る受こ ○向つ本的

2 ﾡd曜いtQく骨&L て"る. 而二君 门 利 涌ある いほ#数 

金oa認2目的と7 るつでゐるべﾡ窓は これにして依 

ヘ*支生2おけるﾡKﾡる. 子弾条*細そさわ めた敗政受史

(/4.Aa2Gs レo.c&xfイ) ゲ子さ れて いる ハごうかに上 って照互 

7ろことに役立っそである- 宮あ乏は糸系よQ そ士そﾡ 

ﾡすろ成面. 性のな入しかもたず. *～工毛活手営にみられ

ろエう に支士るへに穴 させoい で. Aﾡに旧別的恐理術円 

領感で。 受ﾡ的マボにTﾡ さ出ると= ろっ公的徴理つﾡマわ 

る- いみい< い soんx は公的者度そ 「ﾡ問ﾡﾡ」 Awfw...dswa- 
tc&tt こして性格アけ. *:ではﾡば天体において 炎生袋判 

( Azeaどen - /e.tae//c ) の投日 そす るのでわるこし乙. か 

<してﾡる ﾡ認 は数務ゼ理の一つのﾡ兵てわり. したがってョ 

たv繰ﾡ(eto-Puwip):支をtさ れる・ ・だし ダ務る理- こ 

って 力 え Q 屋口 たり、だ、か オ ニ次的 意谕 しか $ たいかカ-

し グ し をﾡを営にと って ばみ果 (利 湖 あるいは 既故 旗)にボ 

夜的ﾡ殺る そっっであるバ国択を呂つ如く紀営利をﾡ的にはピ 

4:れ③0全営体において t 3たﾡり で る-ﾡ 品 (色的 に 痛

レ得分い効 用給4T(ヘん/み/.どst wtみ) っ準伸 ベメロィ ○るﾡ用2 
ッ ・ そ消的益つ断危 そル髪と する かを短紀 か ら知る ことが 

要 で、 ある. し"レ. EIに ・ば した工う2ﾡQる牧入受士 ○ 帳

二れにっいて何ら湖E2&系を号え2い。

図角杯を営に宮遂記がﾡ用Sれた際. せ人ははからずい部

画 入 そ - 明 ら ハ /2そ攻でIつ つ ビが ―— そ数 を乙して 

しまっそ.

2ど～- -2クー



*れても剤に べた 以を移ﾡと役秒 り的2そ営質用みい品2 
ﾡ認々ル艦計す ・そ &引ずに ・いると-○ﾡは 戦的 で 勢に 

ﾡE<れ得る. たも=れんこいにそ○送ほを件に官なて2 
く2るハもれ. L ハし ” 務 泊? 英 ボ を区を済L 〃ノ 

※*2 tﾡ2さ dるよっ に後る生命す ろ二と1てさるて» 

? ・

レかし スっ ニととたrか 編 <aけれ み な, 叩ろ 

Lにる段した こ ○受 の不ﾡ全性宮を字っ主受研否で1決し 

1ひいのであって. をﾡを宅つﾡホに全くそぐわのいと ニっ 

杯祭そ含のっ以政ほ的ﾡ条と政務習ﾡ島- 内・実行につて主ﾡ 

a 弊習べ在 レ て 、、 る Q で あ ろ。

単 式る&び殺式記に利酒 わろ いダをを電た jろとい 

う天ﾡの目的とるっのでやるの. -れう8君の本ﾡ的を受は各 

々つ名称が岬台 に 夜現 していろ工うに. すべて ○を消 r の士未 

ﾡを平-ﾡへするか. 二ﾡ入すろる かをでPる - 式送名d 
みるを営つおいてﾡ移ﾡと , 系島程のいずれI電 受 2お< 

か,た いずれに 工り 大なる因じを 見士す ハに従 っ : o そ計ﾡ 

の任格2もっか. <ものけれ H を計ずのﾡ格そ と っ o て かろ。 

この+ラな 本質 的なメルクマ - ルI2刻 れは. を官で あ ※、ia(8er- 
◇ic&&owzez.&usなK) とﾡ式ﾡと してィ徴ずけっれる .

〔&式数印口既産計ﾡ そを骨を-身に係合て いろ〕

突 際 , 小現税 そﾡで口業務にのお糸季べﾡかでL ハむ 江ﾡす 

る = 乙が各易でろる っ ベ ﾡ烈で. 組領 的 に ﾡテ <れて お ら 

ず. *っために往々不ﾡ全みﾡ認を用い. 一あへ 琬標 を 営 < 

コンテンフ・ラン I2よって 添ﾡ に秋 帝 づm られた殺式をﾡ個 

している二とはﾡかでろろ. 乙いえ. この二と不帆的2メ 

ルクマ-ルでなく むしろをﾡの水いさ ・ 2銀李項の故と価 

他 通児性 侵れた 区性の統制力 へのﾡボみどの総ﾡと し そ ・ 

生 びe呉象なの でわる -

それ数. より小ﾡなﾡ営てアってし コンチンラン そ用いて

〜Z 小～

1認るのえ全性&エリ"Q &つに す る 二 とと 可 彩 で、 わろう 

レ 面 大ﾡ烈圭部 c ・波式る記るﾡ数ずn る自め祝制の会 

と改保 する2ら 式t28会 るでわろう.

、条 をそっ果～Ei ○歳合に工っ て 区引するのはな 

<ﾡ1っている後ぐてある. Cしろ4 私系 式る認 . そ名 

宮添ﾡz そ同い窓記わ*のゝチし\:ﾡそﾡ工うと して いる 

zろったおがエレI. した っ てﾡ欧する目 は 記体系 に P 
るのでは2く. 記A るべ会士条つ 補そっﾡ全 さ o径Aに 

3た数ﾡ 約あ の 要る泮 的に 生く 〇 てわ る .

敷え計ずご召益計すに 由す るこれから れ 詳踰 は 根氏後記を好法と 

てﾡある.こはは何北衣委託をツに 正しいとか有ﾡさ北のとしマ歓め3ﾡめで 

な く、その 承文な旨ﾡ-質性と忍ﾡ件の※きがの= っ0%記 体系 のn的型 

解2ﾡさ. 且っそれをﾡ易にするのらでろる. 意記税式を 性 

するニと. & 品事 唄っﾡ田を 林糸 を送oり 分ネ 日君へ物 

ﾡ事ﾡでをぜモ沖的商係に段も@合する上うに限ﾡするニヒは 

系林 利番 ネ林客理 局 つ 向 應 で ある. 計ず制の8てるﾡ 

的不&が事ﾡに工っては ﾡ的dや & ﾡ味ず る2ごがあリうる。 

しハレ学向は完全 で係系的 書 紀に 図号する oでやる.

¥ れ改 . 退 式ﾡ認○不賃(uee2)S ニ ・ でﾡﾡに誠器す る 

- と ゲ笑 zユる。ﾡっては. 氏記行ﾡ 2 へﾡ化 して号 えた勘 

定科目 r o 最数 o —— Eっく«がもわんと ・ たエラに 最絶条2 
—— 交 疾 行 為 であって. そ2際の仲的る彦今ﾡさとえ は 

" Pez wazxz xwれ 火～d42 " の如さものが 特別 ねﾡﾡをリ 士 

7も○でみろるYﾡﾡしょうとした. しのし混 式数 記 に そﾡをﾡ 

の本ﾡのらす二 ぶる容易に理解くれる ・

を月をﾡは今業工 りのる回氏名ﾡの-科肉でろり • そ営内部 

I2 おいで 大仇す ろ 人 向 ○4み のﾡ々と 自由に 2理 しるを為手 

段に工って. そ済数& - 生ﾡ物の買にこって可ﾡでらるよ 

り tﾡ価で後食に裂するﾡにおハれた書が体でみる. c> 
そ両ﾡに対す ろ効 用(んwなeバ 基成 づけられていろ っ 同じ二と 

〜2 〜



り； 王湾をﾡ相 をの肉保に図でぐろ。"・< し て系s $ビ「 

z み ァ絶 に基<「Ve&c&wwit<ん.fc (通をﾡ) J 2ﾡ采 

する。 8々○全ﾡ体. われわれのeはるくつ未会営2他し 

て 政○流れは 利形数と 用似給行ハら • 烈払 れはる対ヶ何,- 

流れら。系そ宮でに例えばそﾡ吹(否不 程子 川E 労功 

給/ )2ﾡ径して ・ *れっ2不生ﾡに保用し 牧後2れた不 

みを銀ﾡ希 に が・ 2 ・ ぐ4た ﾡに金a そﾡっ全/にﾡ入 

レ. r部分はLにべたﾡﾡリっ胡に何けっれろ。したゥ→ 

て そ名宮ほヶらﾡ性易へ <ﾡwれもるの ""みる - &ﾡの4 
の 四部的ら ろいは 外ﾡ的る価。弘カる に"、、て $41安い塁払 

がど二からてどこへ行くのへ向容4混式愛記の星本的回2 
Die F247e ィと2c Cert We/8e← cx74と Wんirし イ <イ イペtみ®ウロ "レ?? ← 

24442 で ある・

そ巻っ別の pるいa 2際し < • 手 B2そ ずベてつ 

五ﾡは安産計ずのをダに役ﾡ吹ﾡ乙して記^れ ・ そ～m家の 

釜体 (ﾡ本 はa例c 尚災経と し て 記< れろ ・ ©倒la 
全を済手ﾡがが二 から手てハ るかそ合君 みび祝羽形式に 工 っ 

てゆ殺して系 レ ・ 丘例はを含 組の 際z それっバど= へする 

か. 叩ゥそれらバ現在どの工う分ﾡﾡ* して咲 体化 して いるか 

を示す。

っ 工1に区べた呼ﾡﾡと欧ﾡ液少は常にﾡﾡの倒と 

ﾡ 石例 にそれな れ記ﾡ <れユければひっ30。/～とαれa 
施家的価値は ﾡ体的信の総額 2 しめるのゥでやる- ニ 

れ/2&レ てﾡ産 株 み び 英ﾡ秩( レとwuネe..g- ・レ kaeiQe 
〜xuanu&g) ( ) は数屋な( し女つ過ﾡをﾡ化

しyろのみでわって. *○柚象的大る=はほら砂いから 質ﾡ 

のﾡヶししく者不の側に. しかむ 二ﾡに記ﾡ・れひれ4
Qt.印っ今1で安る欧たﾡ類. 例lそ ば現 eそﾡ乙して t乙ﾡ 

2れてIた簡値が興る ﾡ産穂ﾡ . 例 え ば柔物の項 にB-の大" 

< で現われるの て"ある- 金< 同保に資*～ 例つﾡ税 H#l えば短 

へ30 ～ 

器月弘っ長の ご れ \の秩こ いってよう にこミ:れろ ・ リそ 

ﾡそそ父ハたA 土さ乱 3w入& 、 

て位任ﾡ27ぶ出 ・ pる工 >と数きの?力でみる ・ にっ以ﾡ 

轩クハ奏4匕 に疋 じ て 賀M eほ化す る.Lた?ってそ芝そG 
a 数ﾡの例 ( っぱﾡこして ) と ・ネつﾡ(次 近及 r致用 と 

して )t2:れユければユっ2).
Mﾡとゝつ べそ、の&にのみ向にべらるこ丁 るゥは 

全を 「元す % - っつ助ﾡ目 に Rセす る-こら F祀で力ろ 

っ- しゥレく"は-あてはﾡ星み H1ろmの夜衛上つ的 

a を官じ～上 ッ系・1洞条全ェう こレ 他方ぐはそﾡべ県 

子のみﾡのがっよッうれた別条を得ようとするケら ニ 

れみの利用初甲をﾡにﾡ求せんこし て ﾡﾡもﾡへもじ受に 

ビ てをﾡに ニ *Pれﾡ 社 ﾡにけるでおる-以産計すに 

彳支立っ 助定 科目 は一股にを a助ﾡ ( ef..x.xJ&.re )(クシ 

スの.ク )ﾡ旋計項-受立っそつは司ﾡく E2f今,- 

74 )z ラズー〜よァ )と はれ る。な島 はﾡ本勘ﾡっ & 

助定と2 :れる

すべてつは こ科 日は二部 介エ ッ (T 字ツ)をっ 師分は7 
f 方 5“〃」な っ 部分 は「ダぁ ん3我 J とぶ. &ﾡ動ﾡでほ送

関o認 raa おに 成果勘 ﾡ では 宣 に 記入する。W a 根 

a浜劇へ米さ ・ 式氏記 激、旅 を 知 うないでち っ G こ 

ﾡ力注額はエリ少'殺の 則 にへる . -○乏 2 佼 歯 ロ .(- 

oe)そき易にする つに立っ ・ そ ニ てどニゲ らご二へ aia る 

4の後記行ﾡがえる べ さでろるのっ 送記行はﾡ 2 - っっﾡ 

あ記〜一つつ質ぬ上り成立っている。 二の二こハカ・す 

べて o 信 方 記帳の絶 は すべて貸ケ 近 媵の 縦計 とﾡレくな 

れ ばな ら20Yいうこ 乙バ ﾡ ずャ - に 用 う かに 恐リ・ ﾡ rに信 あ 

に あ る すべて o 残 Sr.sxeuax.) o 金計 は ヶ にPろすべて の戎陽 

(so.een) ○総計 2ﾡレく そければひら4い二と パ ・月 らかに分る。

殺白に. 必ﾡ賃でﾡ認<れたﾡﾡの采 たﾡ並でほ

ヘヨ/へ



そ<れた生宮床系と -数し つけれ は分 うみ(»。二れは向もん 

ﾡ-の菱ﾡ乏艦のヒに高成。れていろ乙いう と 印らを消み 

深=枚入- + ﾡﾡﾡnd - 攻愛滅少でろ るという 二とにその 

ﾡバろる. ﾡ産計ﾡとﾡを祈ﾡとのﾡ受は 向ﾡみ財差る化2 
をてﾡ目に渉って示すのてあろが・ へと支士つ塗はeだ一 

フっ数字においてっみ. 印ろ現金任ﾡの夜化においてのみ不 ミ 

れる乙いゥ2どでつる. つれにレてﾡをﾡずそのケ程式に 

レとってダ入ごﾡ少そ細目2渉って紀ﾡするのでみるべ. 動 

ﾡ夜化 は-7の (ろろいﾡの)数絶において示すのみてら 

ろ- レたがって吸径計ずとﾡを計算ば を消広求 ◇大いさにっ い 

ては同 じ致 示を今えるのであるが. を営ﾡ については非常に 

妥る消家る与之る。

4 複式※記に』る敷た試賞及び項益前ﾡの記ﾡ伎術上血2
ﾡ式賞記- っいくいで 紹に 记定す る2とロ不刃ﾡでfる. 

係※数とす&び召を計ﾡに ﾡﾡして. ﾡ代数へ・ ら記 

ヶっゐれること ﾡに 敗産移 ﾡ(eondzcnoecwe2ws)そ に入 

支土算ぐ神促:れえの ・ﾡ用 成び品つ役を説明す ること 

で 十分でろる.

ﾡﾡ的の ②み は - すてにぼべeエうに —— 々の士系を

る と貧方に記入す ろ<と である ・ 「送記保刻(&xc&ゆ4αや)」 

印ちﾡ犯今 令(a..c&coca4dfeんg)は 二っ勘ﾡをﾡレ, しかし常 

zまず先ゆにある切ﾡを. それに続いくあ記(ﾡ側記 

に到る。例え 不ﾡ販 ﾡの シ2L げ るこ. 現金の次木 元細

少,ウるいはﾡﾡにﾡﾡ番多で示す乙 /oに次でP。 ・ﾡ 

問ﾡの 質入れ/場合は 名記象則に エれば桑 用車の次 に 見登,ら 

るいはﾡﾡに ○.3。～次に /o。 幾保は幼ﾡﾡ9 そﾡ期 向z 
レマケり呼に銘じてお。. 帝2呉常dﾡ例 ・当 したとさ～み 

見るﾡ及2しておく, クラスえ記さるべさ▼ﾡ費用みび中 

任益の 今ﾡ o 際 に ﾡ消的 気ﾡ が受来*れる のでろる バ. し

"し -"合でも 杯区ﾡ問に エ る ﾡ紀っ ぐなてにﾡ則化

*れうる し *っ上点部かは4くりほされるものである-

&々の祝は「iL% ( Be/c?>・ &ﾡ寒zし . *れかめ ﾡ済L 
の土米 単 の 連役. &定会れた町ば根勤ceurccwcxw...s). ・ 
技合の貫任任べ明吸に花ﾡゞれる- は天報分河取引の5系 

生7ろ. 可9 木 駅を・ 給 . ﾡ合 の. ﾡ引 ※立 びに 労 

柄ほび問役付にするめﾡﾡへ消算 .ﾡ税へ天、・ 銀 ャ 保 

除程当有とつ沼ﾡ2どでる. しり、しそ れ 外に 内的 乳 &例え ば 

王長&び祖による助ﾡﾡdやﾡ«○ﾡ矢マぷﾡに エるﾡﾡ滅 

少xさ t 記, 限 ・ろべさでろる- ニっエう2事例. 二れに殺 

似メす る例っ記ﾡではﾡ近は互ごぷ各否定っ形で, る 

いはとれにﾡいた証ﾡのつ形で整そっれる- ﾡ制及は全合せに 

マいてっ照在に決ﾡ的品ﾡをもっっため . 形式的にも 組獄的に も 

ﾡし <現制さ れ松ば③らつい,

記の 大新分は. コンテン ラ ンに系された ざ にしとがっ 

て継ﾡして記= れるこニろ o 入&び※おに内条す る.tか 

レ 記つ -部はﾡく 手度玉に ( &wt Jxんcccdc&.8 ) に生ナさ. 

二 れ は記恨さ ろ べさ 価ﾡべ そ こ でメや て 受そがにな認 さ れ受乙 

的にEしく クラス分けされて記されるからでらる。ニコ うー部 

今E記L。 日的かち と 及示に な ってめて生ずる。

へ体において こ > で向選と な るのは (2Kパ/&行～2SP2/行)て-Rしたﾡiラヴイカ、 

堀書り 的a 生管 資用改む •安営 強気 の 記悵で、らるが'. それに7x 
て ﾡﾡ外的み 島 ・行的る毛ﾡ上○おポ っ 限受 . それゅえﾡ 

ﾡ化&び面ﾡ委化"物,設仰. ﾡ産. ﾡ水貝広,林役水,価 

個修.項立&みご○求& び"滅価 償却も向ﾡとなる。すなわ 

5総書り的ねを営質問 z ﾡ送 並並のに * っ 限登べ同遥で p る ・

同ﾡz.. ﾡﾡっ ﾡべの 段京り々引ﾡしは 生ﾡ52いは列生し 

( eu&petvdcuexGu&wu)o性格 &もら ぜ成系こ は みな す 二 

こ て ・ついから. ﾡﾡな取ね そ受する。 これらは数ﾡに, a 
座 にI 複石にmd認入る リ 根常 Qリがな<れる。例Jえば隣ﾡ営

〜2～ 3へ



材ﾡにて ッ初さ ろべか否か・ みるいは不 そ全 & 保 設の 

ﾡとして部っ山火ﾡに上 って てのマッ休分べえされろか 

否 かは そ官 そ沼 的d②別でみろ・ い ずれ o 合 むマッ 林冷 は 小 

木容ﾡﾡﾡ"っ ﾡ消 し<れる. おめっ9合にﾡ記は但 

本に午起し . しeってをﾡ益にはっ彩考はI- -
ヶ ャ ニの合 に は 照記ば ほず矢定2起り 8にを 召 

をにﾡ少レ ー そきを取り生されて . 資なにはo<れな 

いとテれ - 似本には ﾡ し a(1 . ニのoエシ4例のグルー 

フクには 函石をﾡで狂系にきででれるﾡ金任るの 国建 への 

み】混も合子れる・ 即ち 引渡 は 娄自毀届 に は 影 .を 反 体“ す バ,空 

客み果には&ば:つt. 才た気夕物彩習 で・林木 ﾡ ﾡ ボニ っ 

こ ろ 絶烈化 にっいて も同げ2 とべ云そる。

杯木ﾡﾡﾡの 交化 は 項金計登用すろ数産。の全 ( exfseラ- 
2ed&nwmaomdB本 ノゼu&-4amer Ve2ot?eAecceチu〜? )の シ 多で最を 空 

宰aとのてﾡマて学条年侵系にてﾡのて各ﾡ。れっろ。 =れ 
2肉して はまず主髪ﾡﾡ別ﾡﾡ水ﾡの変そ徴の形花でﾡ的

(z調吉レ ,それでもってﾡ稿並びに生長をﾡ正すへさてろ 

a.こ> で名めて林木商ﾡはﾡ源計算を 風 し、、て 姙就 記 株久、可 昵 

z4る. ﾡna分は修正生長価 新ﾡ杯& び矢した天ば新 
っ価工りﾡり 成少みﾡ却した不・ ﾡみるいはィで 

引ﾡレた不ﾡ・ 自乙を営に消ﾡレと木. 失した不ﾡみどの 

ﾡ信工りみる。二れらすべて○木ネ は殺ﾡを 合 aい+かな 

/他で、蓄で価他かった引かれわばらな・ そっ卜 . 林木ﾡ宿 
が程々 の 頃矢項 ﾡ乙上って承っ た価他滅少 e - そ れべﾡ レ t 
限 リ忆 おい て - ﾡ少分2@合でれば 工ら Q1.れして 木

額ﾡ価の 減少 は 林木販能に エ る &温金 で 神、唄 される。

e～諸寧吸は数登記後のに各易にﾡ崎2れ年歳求※算で徐ﾡ 

されろ・

基ﾡﾡ科べ準ﾡで れた ロらロ. 林不ﾡﾡ価っ継銃記録( Foyt - 
c&～eeutみ e Hoeavwrrdtswre )バで成 されろ 二 れは計ﾡの 

ﾡのﾡﾡ員に工ってﾡﾡ向に果<れる仕手でカる .

次 の 表■は//タ 3 林菜 空後にお けるとはN及必 ﾡ習事税 

つ杯不ﾡﾡ価継認係でろる - 2 ー プﾡはみ糸の縦記係
を合む。 ◇〜/クィ rは部価(A2owet142み )に問いとれる。 ・/ 

ﾡと ノえ秘っ価ﾡﾡは役品すのと二ろでばべe敗産'mで 
あって金幌にして ラえ4う火 0nの御約年イﾡに工 る e ので功る 二 

乙を系す。 /ラ〜ノ7ﾡに景 利件 Kwiuouktzewシ 全 今 祈 

レ. 第ビ ィ柄2おいて系気及ﾡのﾡであるを"ﾡかそ 

〒 す -
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4rジル;e&ccx9" Sぢ主たとﾡした. このまﾡは以ずし 

乙当 とはXわ 尽いのざ AKt;v/e2.n9 の なを*の 

営両によ っ て«介す ◇.

’ AKtとン2.t とはﾡﾡ(4tンeた) さﾡすることさ 

める. ご放成都分の潜加.がえピ 岐林のﾡ加全林木ﾡ 

ﾡ価ﾡにﾡ 入するこヒざある。

岐本に3よ。αz& ﾡしにとすば 歯林ボは求会ざ、 

sseaze とiなさるくﾡ数地定はは左側、 更全物ﾡ 

は石ﾡ) *の次にA火 とYe2x- 成士 果 司た基さ 造林穴曲 

ﾡかた. 林木ﾡ勘症へつ7。&2®おわlる. ここざ、 

この岐林のﾡﾡはﾡわしいものざあり、 、 72ゾaz& 
と受ﾡらi っるにすさ尽いとい っのが前拠ざある. 

っまく しと天*更祈さるる 占 やボﾡめの支振行為ﾡﾡﾡ 

さnL. のﾡﾡ京可が宮べの「ﾡ下ﾡがし、ﾡ本ﾡから 

林水ﾡﾡ ﾡ本へ4 se a2& とする。 しだがって. 

4Kてw222c:a ざはﾡﾡのﾡ災ﾡﾡべ決ﾡがﾡを※ す. 

本たﾡ課ﾡが萌らかにﾡ ば.森被英ﾡあるいはﾡ板吏長 

によリﾡ値ﾡ正かネMうる、より大さほ、あるいせﾡ場に大 

さ 価ﾡﾡ正甘当べいぶか しいものさあり , 宮被向な再松去 

ﾡﾡボす る。」

〜 ャ



L. 林業至営における ﾡ産さ一早万 が

1 ﾡ益計章の宇例

Pン2z8c&e。 Beシp:e2 do2 Ye2～cクaewc。 - と 

E3fe4adzeckwuorタ ・ 22ne2 尸 c2214eイce

普算ﾡ彦はそM官ﾡの めに圧るのだはな<、 清委談にﾡし. 

ﾡにその状催とそ通をﾡらかにし、受清性の塩枢を可ﾡにして、生 

産店の確え超互い発及をﾡﾡ→べさち の どある。

有協ﾡﾡ C6&uecイuwxタ) はすべての至怪そ済ﾡﾡ予を通 

分して、 そのそ済ﾡﾡ接にしヒがってﾡﾡし一 そらの西子がそ 

ピー対して 、 翌愛ﾡ賞委そぞっWり において, 一 ﾡﾡのﾡ法さﾡ 

豆ドﾡ合するてとのどきる唯一の可准どある。み靖てﾡﾡのみ 

から置ﾡめ登当雄程の じかのﾡ象2ろる こと片ざさ尽い ・ し たがっ 

<算剤ﾡはﾡ直と畑ﾡ狂動のﾡ後に潜むそﾡ惑- ﾡ載. ﾡ役船 

対求ぐ叔和 ー のﾡﾡにもﾡﾡしほけいばほらぬ. そ枚、ﾡ帯 

ﾡ 〜 立行 し て ず様海内き2 e っ ﾡ重ﾡ c /.er.シen2cc&uccta > 5 
おわ求をけ火ば、まめ•ぽい。ﾡﾡはﾡ知の よっに古くから林業に 

おい てﾡさてべ起ところさあり、複してすべてのそ清都Nごﾡ ﾡ 

のﾡヒほっ ている。

年よの 酸産社算4 べﾡ益計章は年彦整街を 置件 していﾡけ ばほ 

ら塚いのざ.ﾡ武ﾡ、 そﾡ体のﾡも曜腰尽人ﾡﾡﾡ基獲のﾡ地 

=よって、まﾡ柔通年及のﾡも著な来部、ﾡかんずム事年度に 

対さいLたﾡ送によるﾡ植歯惑産汁ﾡをﾡい . ﾡ換ずる と乙ろの 

ﾡﾡさおる。 Cの年区ﾡ告は避本ﾡﾡ李柄にﾡﾡすべさご卜ある 

が, ﾡ軍火さIた誌計のﾡさ性ﾡを帯べてはらほい・ まE年友報 

告はﾡﾡ的、ﾡﾡ比ﾡ魚性とﾡ還し て一の額ﾡ誉政を本椅する 

こYを要する. こﾡﾡまた国有林峰ﾡﾡごﾡ告の総ﾡ的理ﾡを経ﾡ 

オる。

次=示ナは三つのむ分よリばリ、 牧告を計ﾡ、福さ 

ﾡ年に主立っ て球べる。

み&～



報告 JAHRESBERICHT

—— ノラ53年友 ﾡ産舎な公ﾡ益書」のだめの

分 ダ

/、委努の基

②,普病 

飛

c.連ﾡ
d ﾡ 第

2入件

て 6-2227124-ピo2e Le。 BeZ2ce4o )
く FezcAe >
生受番 伐杯番 くYorroと. 2cwze&s.Hebssorラ)

c 今e8zと。)
・

< 4e9e～&ろ >

C Pe2oっu2ど >

2,事業帝告 C .c2cイっf乙4ezcと&ズ>)

2 ・ ー ポ 愛 ﾡ く A-4eaewceら.. ozLux&z > 
, 林楽にあﾡるﾡ会方ﾡ区のﾡ病す

ラ ,至 済 浅ﾡ < ノジュごっ cイcPごdca-eイt。 )

Z. ど ﾡ C お -eご2eム-e&みeイァ )

4, 中 店 試 ﾡ C Meccaど_cezラeイと )

C. 燃 < 6-eoacte2pe4っt。 >

火 現金ﾡﾡ亭ぬﾡのノタケﾡ族»始求きのぎくHepdとiw夕

乙eと 二-22#っ*?3ビ4a～2 / ?Sゲ・ 22cイ 4イ2:Fe2c2
43 /イ&o_er どoごaてae )

/、圣営 の基従
a. m 森

_______期 共 地 除 地

「r3 ./ ノ745 $P& パラ$o&a ノPP3PP&a

______ s 3 2 /ノゥ7. 2a パa なク Pダ &a /oa. P&a
価価 ss ふ. ふノ ○coク.ノァク たミラノム ○.なっよ84D

C 左ィど〜cc合イ2a ez ノざ&ne 4ucC, /eca-e 
ez F c2どなu2っとイ2ど亡 )

C, そ老ﾡ S お-eイ2de4-o～v4み〜a >

Cノ)生産 <E
C4) 
c4) 
cc) 
cd) 
ce 
cf) 
c2)

付

税 杯

起 株 

本分 ﾡ有 

森株保ﾡ 

本峯 工事

理:

a) ﾡ
物 

ﾡ c

-23-&<43一と,

C A-2decZ&daZ2o9 >
< ゲe_今a一e-c2Pa )
て Ht2イ-2-ez >
< aeo2axcoPPee字e >
< 戸eczっc&ろ >

て Leae -2uc >
C 今e2z.de )

Ve24とe2-Z23 >

会ﾡ区中に却 :

◇./ / の株 

会計年度中乙講入 :

価 ﾡ 24 ク/

4.7< ca の株地 価 格 ヌ382 D^
Ps4 &a の除地 ク $5a D/

/ D^イ.

C&) 不 桜採 ﾡ S^と43ae22e2ズ～a )・- 
c6) ・ ﾡﾡ区塚 <2xxuろ..5e)

/ノa5だ& の孫抜を株地にﾡえる。妊末 の 除 外地くカムノ有幣如 

ノ メaは現任の茨催に恋じて攻益力あるﾡﾡとした。

—— Jンzどx&〜zagcとおute の 除入の 磔、ﾡ樹函、羊地、ﾡぶま 

営価ﾡ的に分雄さMずYﾡだてヒが判ﾡし、そをﾡ忘価値く

E&どuxue2cr夕owe乙) とする. 土地資産のこﾡらのﾡた花下対す 

る会て のゃ部価 - 任末皆に耐さ M ていに1 P々/e& のm忘価 

ﾡをもっ3夕&2 の林道撃を合めて一甘南ﾡ戒高くExみ#w火)

〜0～ 〜イ/〜

%25e4%25bb%258ae2z.de


の株政前に谷手ごた。

23タP2 のﾡ督林=旨林延ﾡ→る .

合.番ﾡ 

時尽

生長証・ 及採番

最絶森林ﾡ整 義告ﾡ友妨

<42.ノ) (本業任及 ノタ)

革位 Vo222Xa.イc. D/による価ﾡ

C,延物

全 体 株地ノパ2当 全 杯パ2当

おs 4 ワーク /4- 244P5e クノケ

ﾡ在生長ﾡ /○ ふ52 < PP4/P Q 7s
伐杯番 ク <ee 厶〃 — —

研は「ﾡﾡ価の継純記祭」 から見て取 ることがざさ る.

宮株騒産数« FezdZaotZae&ジチそ) と火 っの候接常林官と歌 

く Rexcox432dズa2eipc&at ) 年度岩め2. 4品zee P々 

の価ﾡがあっﾡ. ― 新ﾡは気い。 - SZa:nc2aae2in.e 
ご未労務巻家屋として役立っ屋敷く 土地る含め て svee 
D/の短ﾡさ購入。こWらの塚星さ桂居のﾡ來に要しﾡﾡ用は

3? よク々ざる っ た。

&.昭 ﾡ

ﾡ止の林ﾡ耳4く ノラ ダよ> によると 営林野下ﾡの 路をを 

管理 している。

林道鈴廷長

く*のろ ち画定 しているもの)

(将素言定株賞こし <維ﾡす\

る予空のもの ノ

/フzメノ.の

○Sの

nうク, ど

ﾡ将と区設のﾡ滞のために年ﾡめにﾡこ K本ﾡのﾡ雄と 

なった3so2クeワ/ の不ﾡ行阪戻し のﾡ用の ﾡを結 

しだ。 々の雄椅万べ政誤予ﾡﾡ、 ノラのeククノは現左の景

〜 え、

世 锯匸& っだ定試、 ドわ 林画ﾡノア2て 当の林改投 

点田 ノso・。Pパ・ 林当性おに対し は4～o。D"でﾡした. 

モ 送業甘

・/) 宮く 5.xux2> 交 oﾡ 顶 < 4rシcdな&と )

区林暦甘業区ﾡ理望.Re.と2い。つ.wnどな～)、戻ﾡ※ﾡ 

株ﾡ;合、 人の外ﾡ官ずのら人の画官がいる. 一事務 

製にさ ふ人 のﾡ H が 正に悔わている。

き5符ﾡ乙 Faz.,ntciッズez C R-レーe2cdoXan亡 )〜人

R_eude2fevどcc ス人, Rsfezonadcc 一人ﾡっ乏。

(ス)杯林労務春 C uC/aeZc >

等ﾡ
熊測府

旅 筆
司.

: の う 
割窒

お * 子

/52 7 マ ノ 4* s s ノ XT
/タsノ aワ ノ2 $4 3〃 — ノ ノラ $7
ノタ3 0ブ ・ 、な ノ 4 </
ノァ5 a4 s 4 "7 *. ノ, 4

コ, 英報告 *

a, 一ﾡ※ﾡ

ノ?53坪はﾡﾡﾡ上坪片長ス神ﾡして、 ナべての林木る 

林ﾡ苦さ 意くするここパ ざさに。

合, 気金及ﾡ格の椎ﾡ

ﾡ林野務春 の 基本世ﾡ「酷は事業 率応 の*a 半下 おいて、 

/e5D"からノノクク々 k派ﾡした。

*)#業報告十染領さるべさ北故数字は巻通の方ﾡさ間季民を列合にす.レハレ/タ3 
林と声レては産勢ぶの橋乱益ﾡが整とら(ておシず価格が係から離脱るため2、 

林業年鷲ノラよ3年凄2受べ、乙の報告こあてゝ林業事とノスタ=ﾡ、一段初/雷磁演状 

ﾡレてある.一 をず合ヒKさとﾡばﾡらどかっ。し必がってﾡちろん年決告と指示さ川る許

\へ ろ〜



至区だ者済ナるﾡ枚の価ﾡ上 / タ イ ノ Pホの六独ばﾡの

相当猛ﾡ上ﾡY対たし てい そ,

本木善ﾡ田ﾡﾡ祭の そ め にﾡ査 さ 讥 成圭 ﾡ務書 の指役 Ft次 p 
盛り だどあっ。

Eic&と ◇ラ Bc&e ノse その也な嫡愉,クア

F;ィ&c/ T2xe /4と Kie#ez// Lac&e ノく

生長価を産しヒ老林否のﾡ桜はノ シよとほった。

c, そ営ﾡ動

Q) 史 物 ﾡ付

ﾡ務者 時Tﾡ 及 及、 系者俗
の 竹靖哲

A 面 價 ca 当I)の 
全7河好物 巨

男 子

姓 子

52・3ク 

ノク3ノ
シ.フ<

________ < ノ と________

? 火. よ2 “タタ

ﾡ子務替 (幸幣務お合まﾡい ) のゼ全

絶 計 出 求ﾡ絶 子供手 当

/e P D / ク 4 ?4 D / « D 4ezk D よ. フノ クノ

との花$人のﾡ務春を3。夕→ラ広時ﾡ非ﾡ事業にﾡい. 総 

け区4フタノD を受しに.

c4)木桜平伎番

/ 953年ﾡの 年伐番ょ額ﾡ例 にするン次の切ロくごある。

ﾡﾡﾡすそ帯杏とは充分とﾡﾡが払わていほい が,乙はこのﾡにどってば、 

ﾡるY受らぬ皆ﾡ長ことごある. ノタ3年彦の伐採Zよる林木ﾡﾡ価の衣化はノラ53 
拝度場管ﾡﾡ価託入の孫ﾡ意部uﾡ.ノ 9ss ﾡ資のﾡ格者殺はノタSノ年友の価格名 

る合にﾡレを。

、ド〜

木桜版ﾡ成事ざ (代面に対施 して)今%生民番足下 

通っ ている。

「 I ---- - - - ------ --- -*--T
にﾡ (ぼ か) 1

子軍、N14) 平 r 当

・ 西 代

: フアに万する 

全 土

ニム 5? 7 4 <e
. cだe b グ Pベ> sP c

e のセなﾡ樹 ッe ク ミ S AS
尸； とイこ →2二 → ze ヲ 7 ぎ4
«i/ee/とa_ e 7 ____ 22 2

沖 7 ダc= ?« フ32 フ/ 2

(c)造 休

祈位株面 伝 は 自 時 o 令さ状ﾡゞ ・:リ当てら t に 平均 u ﾡ 

a。 &a よ リ ノ5ﾡ&ﾡい ノ8.よ? &ざある- 法正浜ぐ 

ﾡﾡ至でﾡ ノαea の法正 配度林面.噴 •ど定 りるざあろ つ.

(d)本分株有

林セイ4 当り 3.a o Dの下り ヒﾡ位悟 ( 社会ﾡ営雨 

を合む) ざo&a - 基準はよ ca - 下刈を行い. 

a.sca 一聴ﾡでは4&a 一 の技打 士行 っ は. 下刈

は引不定のﾡめ万足には行ごさほかっに。一方打ご 

はﾡ甲ﾡか ら の業をﾡ京すC とがござさ 尼.

・ e) 本林原義

病堂丸宛滕赞は 限る忆定らぬ程 どあ って、 ﾡ巻起病虫害は 

どzr も発 し意か っに。 しかしやﾡﾡ上会体にはﾡ繁並ら 

合めて ノS&4aHそﾡ用しﾡ。

cf) 林 直 工 寺

総林迫エヤﾡく社会的替用る合めてゝ 744a。Dのシ 

ち、学術•献 験七 0a.オ。 クク”. 重行に対するャ5替への 

ﾡ務分ﾡ金の由さ、林置維持ﾡに夕$53Dパが坂ﾡサら 

nL こ。

〜夕



後ﾡ及い政新千ﾡみみ2どク ワメ と理ずいてっっ アスク 

D のﾡ語普を奈しが. このﾡ加片ﾡア滞ﾡﾡ 

のﾡ〜みるべさ もの乙ある。乙の金ﾡの そめに産百生に 

よっ てﾡ定 さu ﾡﾡ取戻ル愛界 3se oo。 Dバが 3aクa2。 

Dバ2減い レ .

<夕) ﾡ 砌

雑持予定ﾡの/P2ク々 区け契行さ叱た. 乙のめ地地 

ﾡ特区対する夜灰賞要ﾡさぬ計ど3。?D z上平しア。 

く2)阪え 宛 ・

(2J木桜ﾡﾡ

年及歌 ク>S EmC 夜付) の f価ﾡ片<Pよ ノ・3D/7
左る。乙のﾡ価ﾡは阪売数郷ﾡ〜ク&ノタ4 クと祭あ 

るいはﾡ短ざ交付之ﾡ木ﾡ. おい しそﾡ内さ桜消といた木 

ﾡのﾡ値並ぐに価値差. 金ﾡしてと.9ふフDノよリﾡる。 

鈴価ﾡをみると絵生長価2夕%く枚科ざはみ昇) 程彦友 

はめ。価ﾡごﾡﾡとの雑区の 西はさと レてナ作業ﾡ - 

こ公幹求はその年のナ攻ﾡ意のよのど%にヶる ・- z 
おける価ﾡのﾡい木核の伐杯く狼ﾡﾡ主ﾡ) zある。

鹼価侑.のり ちと/4 % は冷段と'ある. く枚ﾡ=クグ) 

4枝ささふよf ごﾡ枚を上各の 夕%をﾡめるく 一お枚ﾡ 

ざはく) .

主要ﾡを の全税c 今-eaur8.と, ) x 幹救 CSZ②wン0A)
乙つい乙 当リの平ﾡ価値を次ﾡに示す。

樹 獲 年 お
全 投d) 全 ﾡ Sfw)

fm当リ 
全 枚CD/

ク 価 依 
全 ﾡくりとリ

E ; cAc ふa7 3/ < 4 • P. <
Bxc&e 0 Pa4 ・3.合a 43, P イ 4

そのの な禁ﾡ クク e 4 4→. ?
Fどc&と a.ラze ・.条3 4ラ/ ク ・2

_Metel4ie4 ¢7 e. ・2 __ 35←
2 za5 $a 24 どよ34 クク </

の

すべての枚杯木どのぬ領と別そしに市 価括とよる平灯

伝ﾡ片に sooDM( ノタ$ノ = uu<PD ノラ よa = .
ジS ク

<4)al 水

ﾡ ッJに

3翌吉政

>・

報

丘 し ・

寃

, そ百成米

Cハ僅 用

ﾡ営質用片ﾡ金るべﾡ価のﾡﾡにかゝわらず、 s$22 
Dル ごノタノ ﾡく4Pノ 7$お ク”) と下運 っている。 

こ u は木技代保の 任下 と そい 2対する新ﾡべの ■■ハ 

にﾡ囚す る .

自受るべﾡ日に対するﾡ料も価人将の 上ﾡにかゝわら 

ず低 u。学M武験の 臣め の Kaをzxよcどc 営*ﾡの 時別 

務に基くす べて の福帯 - ﾡ加的尽計ﾡ外のﾡまの艦ﾡ 

にす る 船与ち 合む一 は武初に別 と 出 ているからざあ 

る。

ce) 收 益 ・

iﾡしﾡ水枚価ﾡが番ぎ放在にﾡくﾡいてさており、主 

といて埼どによる約2&2ee ク火のﾡﾡ加と合めレ. 

$よ6.ふク Dパ に上る。 ノタ5ノ年りそは4?$04% 
D^であるが、 こは主こレ <ﾡ伐2よって生じヒおぶと 

$4.2o2 Dパの戦産滅少にあいする.

(3)炭 深

そき該栗は。 &. 4Pa ク" <ノタケノﾡ 夕.シノロ 

に室し. 林地/だ4 当りざ甘ノ,Z。D/く/タニノ年 

3 ル々 7 0") ぞある. 当業深数 < 5e2cとc&cっixt) 
は&ノ/%(/夕S/年う ど2ク％) とほる。

4. 中性成 果

C/) ﾡ 用



中准ﾡ用全体ぞノ/ジ・ジグ? D/ うち高と 

4,95a D/, ノク数ヶ契行えしﾡかっ=唯将 

の雨戻レ部分と し て a reeDn 係 杯形泊ﾡ理へ . 

Aa44ラDパ ﾡ之ﾡ・

<2)攻 ﾡ

惚計 28ラよ3ワパ の 内ず片林 当 ﾡ将の ﾡめの 今担会 

ラ -ss D / 森林秀務ﾡの ﾡ啓小 白や付に 才す る劣因の 

g切、 PタヨPル ﾡ茶務のﾡめの労ゆ局の神功金. 

4,5ze P. 羽子汝金 アケタ クル 宮行宮理ﾡ会 

C Bea22Ze2uラ-4e2みどae)as &P ペイ どある。

c3) 安 ※

荷が吹流た &yS。と フノ 程昭 置している。

c.ﾡ栗

ﾡ力 こいる。

(4KtivQ )

構 ャ

(Potv〜)

/Se.フダ? -PP2sa /メクククーウ

(一 $P423く
- sa.バe(I)
+ 人。 497(I ﾡけビ)

/ラ&よク?$ク

杯木ﾡﾡ価の院話旅く SP8-3> に よいば全区吹栗 

るぐ燃数 ﾡﾡ乙価ﾡﾡ長は金教z して ノaるs«よ D 
o ﾡ業をﾡp し乙いる。

ノタケ/年戻の木桜価ﾡ2よるほらだ、生莒成果4彩“ 

DM, ﾡ票はさよフノノ Dノ2点る。

数 を 奥 項

三せず 335子夕7ク ジクノ クノ . "め7
3 34ラ ク/7 e 2タム - <z 4. 2

徳 .ﾡ $シo3よ2ノ <a先 ふs% p /や.ノどDノ1

/ 今5«年炭商音のﾡ方はその神ばに おいて - 支る金左高 

るい〜いことセ孫サばノ ナ 6 3 年葭用砲後観と冋ーと

らilる。

ﾡ 方 は次のくﾡみてら1Lる。 ..... --------

I.ﾡ 本 ノ«,とふ夕Aフ人

I 細価ﾡ正

a. 林道ﾡのめの引当全 3TZ0 クク ワ"

8, ﾡﾡﾡのﾡめの列当公 _______ 4ジ22Pグ

•铜- ノ4 4 ク25 2

44, 現金だ 高 切 ﾡ核 のノタ$ﾡ席始残高のﾡ

会計坪友茶おけるPよ.223Dノの手特現金柱宮片、中央金 

席に引 ﾡさいし、そMu ごも っ 乙、 Kな。 ノSzよる $お 42ぷ とノ 

のﾡかに忘じにﾡ掛りﾡ海ﾡ料、年金、そののﾡﾡが派初Y支 

払わ0. 受リのa ◇/ラクノは政益ならのろﾡしで、諾K 
益のうちノ。,夕9クDノ はそのﾡも委巻2とごまり、 資本Y乙
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ﾡ 普 戚 ゆ ﾡ 木

a) 不動歪的ほもの .
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盗動資産
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ラ 起※ 枚 ﾡ sa タタ — タタ *

e 未坂売木ﾡ クク ノP — ノPソ — ・

ノノ契 & ノ◇ Pe2oo — —

な ﾡﾡﾡ枢 ノ ・- 7 一 — 3?

とPよ没 445.32s 火$e?パ 夕 esd,クラク

方

i
2 ﾡ D ノ

I音_____本 o s ノメ. Sなク クノ

a) 株血ﾡ将のための引当 2 P→ 2 ふa2ao2

2) 型ﾡﾡ持のﾡめの引岩 2 Pノ

前 年だから A?

ノ ラ53林ﾡ年点か ら /o
•

く ・ リ 当てらたﾡ社ﾡ会、*の他) 計dos

7偽政 ラea

/oX 227
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i
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ノPe
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星密骨ﾡ 9 / 332PP夕
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-. 死 二宮常正 P/ « o
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4, そ芝とﾡを騒ﾡっのルを P3 ビ→フケ-
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4) 寄ﾡのﾡ木ﾡ s イ ラ4コ
e ﾡ林の 『 速ヒ ミ IUZ 娴 P4e 彳>タノ
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『 ﾡ産計ゲ基 十ﾡ の3千 向］ﾡ回

8 cx.cそ :2/2メく一 cdeと

E /・9aecイtdn夕

Ve2 クtチーP7ンd -"I z

そョ的を汚して. 王 済 キ & 千価 し 比校 し・ 契ﾡすることは 

狂済行ﾡの本ﾡをなすしのておって . それとﾡ時に「ﾡ何に」評平 

すろかという予と 再 向 に 対する 然も と 尺度 べ生ぶ※に する決 

戻 的哭因 とな って来る. 従未ﾡ悩埼べ回R済学において ・ またそ 

れにろ らず二生ﾡﾡにおいてし十的な向やてあ っという こと

何ら怪しむにこゥない, したにゲって林や林においてし、人々 

ハの 全ﾡ旅玉 Iに T す 正住なﾡ示をるこ とを かっし ば

し か リの 資本さ 分 を今む収入が支士を起述し たとい うだけの空 

バaくはしtや迫又し"、なっにとさ. 平堀公はKべ向題として 

浮い上って未/た. しハしより改せされた休茶汁ﾡ中を得んとする 

ぢ力次に泣くられ るよ うなﾡめて 多ﾡの品内向題に述もす る。 て 

あるの、この う ち武し記翌受なものは休木も状と生長こにへ、わるし 

のてある・

A. ホ木ﾡ生長霊ら評に

BeweZwny dcd o分ve22dlod cd ZauzcCaed
/

/ タスク 年衆の 林※資信対県表にﾡする ﾡ献における評価未 

◇シ性 ー ほﾡ性てはない - を弓える と ・ 書 援 靜 価 の 一跌的 

な 向邈の論誤 では 目 干 ○宗 叫 的 を 里渝 的な 渝逆 と 先に す る○ゲ栄 

を件ているょ う に児われる.

& 年P 価 ﾡ 网

財の価嶋とい ラ しのu その取有あるいはﾡ者 にこﾡ向検 

にしrら されるあﾡないレ収益に由朱する・ ニ。効用は個人に 

よ って受る. Wえばた却用○木材はそに肉をしっ少救っﾡ 

材 所】こよって、複 らの史任の商泥. 任浄. 平業幌供、 生を動.

た行さなどに応じて様ャ な値っけられる。 oいをﾡげると.

～5ダー



あろ林分バ株されろか. あるいはﾡた して 全君 されろかによ

ってる他としつ・

林木番ﾡのような生左財の価ﾡはﾡ叫として区台働く F 九0a 
子dcc2と そある・ 収益価はEDﾡのとしては坪ﾡ. 締来の 

効用としては期価てある。 -ﾡに収会っ大さことﾡなにっい 

ての一ﾡの幌総 とも っていさたすれば. ホ人ﾡﾡ並αに そっ 佝 

ヶ ○林分を収伝価によって坪短する ニ と てミ る. ご. て と こ ろ 

ゲ保続全々にあ って 全る検の町時。 消祀などは して 考 えら 

ればいから. 「/杯品による林木きﾡのは全く 的りはずれ な 

祝ﾡ に基い ているとﾡ産に確言てさろようは方法てある」 とき 

うこヒして3よ ラ

しかレ こ○う法のそ各的クは不合型は. 納令林べ全< 保 

ﾡ値をしにないといラ ニとハらひ判べとす ろ. く«は 二 o や天 

をあり ○ま ・ にﾡないて 造林貨 と壮令状の岐保伺との 7 数 

会化 されてはいろがな急09なﾡ入とする二とによって むし っ除 

去 したのてらる.

そ れ故 ・ 株品によ る林木ﾡ検の価は そ済的にはﾡ急味 < 

あ ろ ・ けば し林木誤の ﾡ実の ヨeタは少 し しﾡ常さ れて いない 

ハら. それはﾡ械てあって. う法論6にばﾡﾡな炭分の結合 

である・ ともあれ保屈による評ﾡっ-番恐い ことはそれの 

益計昇のそ巻そﾡ的ョ的を正ちに阪わu い といラ ニ と てらる. 

これとい ラ の しバ株価なう しのは一林分の 伝ﾡ的 て.ﾡ向的夕6伏 

用 価 僧 を 愛欠 ○将条日的と勘衆することなくﾡし. 才たに後々 

手 て・(天用岡ﾡ。 発になる生た賞とし帆は しよいそ 幌 内 的 6 使 

用ﾡﾡとﾡするいらてある- 例えば を c.s○分 ゲ 同 - 

○気 と受において 十分は 立木え をしっょ リ少いﾡ表っ 林分 と )
・ ・

一ﾡをしっ二 と-にはる- ある分が平過ざて株されるとす 

ろならば、この坪平方法によれ ばﾡ 執から その ィ支保価 バ ﾡ ・

引かれ ・ それと同一○僧が売上ﾡと し て入金 し. すべ てが最 

o株承にあろ」うに晃える. しハ しし し林木き験べ期価て 

そ板これてい<・ そ?用に、っこﾡ引されとせよ・ ﾡ生し 

にバ坂央は台やのにわれる て う・

qtに . 立卜ほっい林分の係び期ﾡﾡとそ ○大犯ﾡな 

べ状点位= ○比t牧は登済に相月びパ忠を堤ﾡするてあつう.

それさ n e-- 5はしヤるにらﾡﾡなﾡ署 

&与えんい. そ ごこうかはあたかしな林ﾡ殺為になったか 
w.Q.cC&ジeCM 

のよ ラに十す ろに広いはい・

44cち /は eEw......t&cc心 &引l合におして. な念から"ﾡ説 

は評の正成さ より しﾡてあるヒ いう こと<ﾡ価によ る 

品を基みづけた- しハ しこ ○字とは と しあれ次っ 切さ制を受 

けねばならない. Epち な急のの峰という 二 とのあまリ に 

・はだL < ☆月 こ番 し . ﾡ培王+学目的を圧迫す るる合. 

炭ﾡすればドゲ 当 ごaシに 土で»れる争にはなか 

ら o 部 •蛻. はもや海ﾡては .< な る- さゥに期ぎ(は採 価 に 

比ヒべてよ りい、程度に 海書二 なり号 ヒい う○も全く きを得 

こいはい. ﾡもﾡ裂なのは勿ﾡ主ばﾡﾡてある。 主べばﾡし 

a 全 に 金 & することべてミて. しかしに丹三ﾡ町窓乏 に 戚 き 

てこるのくあるが・ ーう:の他の全て。林かの採は戦味で 

Pッ. 虫すっこともんビ不ﾡにLい. 占にﾡう法は一 

一にとへ 代株価に則って い てもあるいは期ﾡﾡ価に則ってい ても 

—— な < 宮ﾡ化 することがてさる し. 議查 モ可徒にする ことも 

でさる。

ﾡ用働(CKet.ペレw%t) に」る評品を取扱ラ場合. 家ﾡはﾡ 

。 场 a に対して世株 的決定 的ではないという 二とを方たしな 

ればαぬ. それてし なお資甲価評価の基ﾡにおかれるのは. 

ﾡﾡ人は得よ う とする効果を生iない貴同やき利委清にあって 

を けにばらないよ うなr貴用は普-錬もかけない ことにﾡﾡが 

ある。 このことの貸ﾡ ﾡによ る はそ o 本兵 において 効用 

あるいは牧益による向的は命といえる, それ故, こo評価 

は 結局 正常系価によらねばならない。

〜ダ～



こ の ことは今ばお林奈において女当する. あるき林はヤ3可目 

の 筑み てっと成5レ. 非宅に多ﾡの貴月を受したハと いっ 

てそのき林はよ り価値ゲあるというしのてはなく. 及対に天然 

受者はﾡら貴用をﾡ しはいハら といっ て無ﾡでめると い うし 

○そしはい. 二の方えは造林のﾡﾡ化。 合 にも 定 的3である。 

同じ利占て本林全営 ○為に 勝入 さ れに土地はﾡ的な請入ﾡ格 

て資ﾡとしてﾡこれるの てはな<. それが林茶&せに対して 

しっている期整価で記帳されろのてあろ. あり)得べSﾡﾡはﾡ 

失め ろいは 利忍 として 記こﾡ す る.

貨用価は正常ﾡﾡと 列ﾡﾡﾡ よ成る. ﾡ月価は与えられた 

平益及 ど 資用状え で実際に 狙い 件る利ﾡびい し収益 に対応 し 

なければならはい・ く有初利平 ん・kなe. zafu8) ; そ れは 

樹ﾡ. 収ﾡ級にょ り大さことﾡにすろ. r林築利卒c foxt _E2イxd各48ピaddc
必スルとルかゆ.>」に肉すち字説ス乙それに肉ﾡした6eみoaxu 
の「JeEdautctAe&oe - 全宅を済的の浜忍によ る しら 

てある- 河 効 利季昇に入れられ ・ 茶件が同-ら ば番続 岬 

望価・ 能魂費用 面及 び 第 横龍元価 は©一て•あら. ところが益 

は祭価と利ﾡいら成立してはいるが. 合っ こいない場合は期 

ﾡ価と貨用同ﾡはﾡﾡし. るﾡ量え畑は二 れらの価ﾡと-致 しな 

い.

次 に ﾡﾡ理損に っいて 包お的に 述べよう. は国 6シﾡ的
入 Wなx% ズcっ&cx:&oo
2ぶ Pる。財の 位については定められに効用に肉せしめて 

○みることがてる ・ ¥ 消全営 に ﾡ皇 し て .ﾡわれ4 る 4タ益 

はあらゆる財--物財 ま たは府役給付----。 価信に と って 決定 

的 換 弱 に 果す, 二の価ﾡべある財.例えば土. ば城 .あるい 

は 今 物 給付 の 餌 逹 に 際して 高く 支払われﾡさたにとするはら. 

ﾡﾡからﾡ央べ発生している○てあって. この ﾡ夕 べ認め ら れ 

次次かかるもの として 帳 これﾡばならない. -般に以は ﾡ* 

をまぬ べれえ ないから ﾡ さ れ た期向におい て o みそ営に とっ 

そ有用であろ。 したがっ<財の価はﾡ同持先の乾ﾡ内て記ﾡ

～8～, 

こるべ こてみる. 全芝にとってべの財は通めこれじっ財の 

柔名手 河的/よ ッ 信 い 格 . したにベって利ﾡべ予期でゝる価 

ﾡ〜これ、 注岡格が 乙 これる.

木番点の 坪(に内注し < ・ 「林木ﾡ積は 本益 価によって・ 

しのも石幸と同いこ : れはければな ない. 」二いラ 

ニとがﾡらハに rる. 木ﾡぷの すべて の 減少 は 原 則 と してﾡ 

こにこﾡ れている渋 で 悵済 しミ ・つべさてかる.林木販た勘定べD 
ばﾡヶ定の左間に、ﾡくいわばﾡこれた保ほ:ゃと して ゝお 

・ • Sc/eStKostcxPreis
に "た 収 帝 島 と おく といった方去ではめらLるてあろう. しか 
し総た上G&.番価からを引く こ とて ミればこのまこﾡは非 

際, に 容 易 にな、ろ に 相 虚 なし、。この合 .た 件ﾡはもﾡと一致 

し.したがってまた 突税し た代係価 は期望価 と一致することが 供てらる. 
このことはさ十ﾡヲな主 向7 く ﾡの誤ッ ないPにしては妥当す 

ろのであるが だ にべりすか:れP 分 や 試に ﾡへない林 

分塚された とする と そ。 代杯とﾡは買ってくる。 

期ﾡﾡに よ そ 評価○ 無義 はまざしく二の ﾡ求 を ﾡﾡすも 二とに 

外はらなはい。 したゲってハかる 林分 は 如何 ば る 合 てしそ 

価てしっ<番ﾡ価 個 ハ ウ 削 海' これね ば 成らない. た: u ﾡ価は 生 

起 しに失の加によ って 保価 からしく 二とはでさるが・ 

tu的にス後 す ろ 場合 , ﾡ上ﾡと期堂岡 との 十分な -致が明ら 

ハくル れば胡易化 し にこﾡ・根価但 と 販た収得島 o 生引 

o形くﾡされる・ しハし その時にはすべて o林木根央、収入 

液少める いは収入次求はﾡた収入に合学さ れねばなら ぐ い ・

番ﾡ間と岡し<型的な今味を会する *二の向理は 

ニ シ ベ き 演 他国 チ の 相 提 に 対し そし っ期向く みet)9旦義 に つ 

いててある. 素人 は 社 令 抹 ○貴 用田計ﾡにおいて政十 ﾡ前ま で 

山リ・ 花*のﾡ用や tえ王 ○ィ*採に よる 完上 寺を知るべさであり. 

さ らにﾡ望価のﾡではﾡ+年 しﾡの英F と 益 と干ﾡすべさ 

てある とうえるかD知れはい。 これがﾡ想である二 とは:命をま 

7ニはいべ、これというのし 評価.四 子確認が不で あリ.

よしん If それが司能てあっ たと しこし —— 長甲価Tは ・年余

～59-



にしわにっそいそ ・ 貨のﾡ氏の交ィのめにろにどﾡて 

さはいハらてある. 分女用や林分期望伺をへ、る う法て 

ﾡするようﾡ条 しrと右はかって一人しいない とい うカ レﾡなて 

ある. にしﾡらずﾡ積坪ﾡの命ﾡて期望価と次の理中て. 町ち 

*未の 収後を 子測すろ二とはでさないし 3に刊子なるu 
oは全く不 ﾡ矢 は大ささでらるという理由てする看為全生 

よく見ける。 しかしこの走兄はﾡ迫にﾡつたしのてあり. 向］

違っていや・

林木 曲 ﾡの 抨 価 は ﾡ1的回 く S toxcace Bcuc2towy )ては け 

ればららな、.ロアら休木ﾡﾡは林ﾡ技術の呪在のﾡ. ﾡ任の

台災らぷ及びﾡ用月. それの岡ゃ泉通から必充レ・ ヨっそれら 
Mauuc2イ2d子e
のデークを伏って それに元する月効 利 ﾡ.あ るいは月 父 刊】 辛 と 

ッ%fee以vc (eunn.
計ﾡすべ3てある・ 林業と行おう と決ﾡしたへはでし ・ それ 

と同時に低く て. しかしほんの わずか しかﾡ名 しはい【益性
Roxc乙z&cどct 

こ れは帯迅利チギゃその 生 て・ある林茶利キと は生ﾡ係とし

たな い —— に始所の立をと決定して い る とい う ことほ 判然と し 

ていろき てらち.

地位叙によるﾡ祀別の収益と貴用 べ与え られていれば有ﾡ利 

半 は 容動に 計算 ぐきる . 二こてﾡされ/林分長月ﾡ及u 林分 

期望 価 は造林筑 に ﾡッバ株収益に終る - っ○曲条上にある- 

林今 価祭は 収。g い 場今 z は 横こ、の 彫 にはリ. 収益

性のﾡい場令には形らんビ形を と ろ ・

番横評価 に 対す る 評平ﾡﾡテ氏 く 6-ewaotwxs&gい+wie4 )は至 

.考ﾡ評価に対してし行われているように . この 理命的ﾡ礎 に 
E ・uLoンo夕ec_ezwxg

差いて作灰ざれ る・

ﾡﾡ 的評価 o ﾡ 町は 何よッしま ず林木 品京と収度の差ラ 計ﾡ 

をは す場合におけ る ﾡ値の同質性を 条件とする. これは 林木 志 

ﾡ紀の 月m としての 生食岡 他 ・ ﾡ少 としての ゲ株間他が星引計 

昇これる前に. 3木材収ﾡの

棕 心 に 永 っ て う-もされろかし知れない財ある

いはボこﾡさ れる前に ・ 林木 ・ と 主&価他が

号通し 当えのﾡ状況におかれらければなら ない こと

&を味する・ このネはイ ン7 しーショ ンに ラ及び価他 

交 •切に おい て派しきらにされっ <あっ う ・ ニゥ ラ 会

-価色の寄Aと注宅しよ うとしざいばらば、 十沖は何んヒ活 

ﾡにはる二 とか・/

& 平 価 方 法

S坪 o 央務6な央 行に内 してははずめに点& き価単位Scw:ctイrdCc々eとc
とみはすべこかが沢走こ れねIらめ・ ・R汗ﾡは自ご目的て 

はあ ・ 行はい から. それべえろべさ最目的が向思である- 

- れは 二 の寺のめのさ今に述べﾡけ計及びが益の 

全芝ﾡ済的日的にほハならない. しにゲ って基ﾡ評 版 はそき 

済的方ふに そさ & べけなにﾡ尺レ. 口時に それと基成と し 

ければはないとい う こ とが明らかになる. しこバっ て 

浜体はﾡ々○小 9.---t島 行 及びこ。位 で も あ
(/ucCむec火 号

る .--- て- なければなも ない・

ここ て弓糸する 基ﾡ委済的百的ハ ら すれば地位学によ る 

イ西 は  ハ、る$干 価 ゲI 学上 o 字 脚 伏7月 的に 対して しっかも 

aqれはい、忠共を寄 しない 限 り において過られるべさてらゃ, 

さに林不る祐は野木のホ材のょ ラ にそ災にって分け 

nれた主ﾡ む ﾡ ○総ﾡ に 於•き 評価 これる べ ミ ではな い. 何～とな 

れ ば. 保価によ ろ 評■岡 に 反 沖し た。 と同 じ妖なべ -の 場合 に 

しあてはよるからである・ このような方注によれば・ 珠. 林 亜 理 

活かあいは字央ﾡ林老ﾡぶにおける他の茶全ﾡ○ﾡ采とろ差 

チ!十ﾡにさ し てはある確かは価生 レ つハしxれな いゲ 宅 

そ済的に全く恐味の ない、統計塁 ら 得る ニ ・ になるだろ ラ ・

炎するに. g才番計昇2 w小益計ﾡば全営○最 しﾡ行 む 契件 で 

あって、しし休業ﾡ宅へ野ﾡ計ﾡ及び. 、
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摂益 計 鼻が取り上げられ. 平央自テにおいて ----ﾡ o「イ み上げ 

られた財垂&長書」と して —— ﾡえられたにと したなら 

は 二 れら計算 ○毛ﾡ的利用効緊はﾡく eせるに全い ない.

えに述べにﾡﾡ的ﾡ( は財走昇スの振益針昇の a0シに相 

元 しに気ﾡ的牛全心ﾡとす る。

- っのﾡ受なﾡ式上の安求はﾡ8これたﾡﾡ。 比轨 可 性で 

ある ・ これはあらゆる加て同-○ﾡグ守ミ れている 

こ と &前ﾡとす る. 2ゅにもス r生長だの町が比ヒ的時 

向内てなさ れべければならない二 と とうをし. ま にその除長 

とは る貞用としちﾡして . 評品校ﾡとそのﾡﾡの 有月性べきさ 

れ いﾡ田内で河 花なり単半化 し なければ•ならない.

実ﾡ的α口盛はF茶性とﾡﾡな～さいmα別ウらなる。4 
林分がア 悲し登高で世性レこメごまな休分よりな易に. しのレ 

確失に定でこる二とはらハてある. しかし. 主収恨○祝 

ふににった林分の全体的な本業 二そはﾡと容易にす るしのて 

Pる. たとえばﾡ父林分においてニ ・ 三の営程 がﾡ給 寸くこ 

れは主にいほど正ﾡに査定される.)っﾡを疑いしなく 生ﾡ 

レ て いる・ 材横位はこの場合に確矢なﾡﾡと提供する こと

能であるが 。 ﾡﾡの法正な収長デーッ は ....神 に 幺力壮

令ﾡ交林分におい て - 半ﾡにﾡびっける 二 とは てさない・ 何' 

〜とはればこ 、 てあるﾡﾡはより 従& シな役らを来し、 他o 
樹ﾡはよリ支配的なぬﾡと果していて. 右はﾡ林分におけ 

る それとは異る発及全過と とるから てある。

ﾡよ株く P&ズvw&L) は 法 正 城谷 と最しレ# べ表 い, ﾡにそo 
収益桂し向断作ﾡ てを宅 こてい る樹樹っ 場合のそれと同○ 

方表ては計てさない. しヘし、 ﾡ査法による数十年し○愛験 

から、 ある -三 の立地における林木ﾡﾡの長迫の大ささ と冬級 

ﾡ阪○ﾡをを得る 二とは。Tﾡてあり . 二れそﾡ裂として 

○ﾡ先的な生長ﾡ と生長価はﾡ分ﾡ切にﾡ定S れ ラ る。

ﾡ代林の収益 く逐元え )価の確定には同-っやﾡ林分にお

〜62-

Iテろ 主樹代の 千 タ Mキ が利月てこる。それはばそうとして. 生 

長ﾡとﾡﾡ十分正にﾡ定する 二とがてゝればﾡ状評価ばここ 

ては二なの主冬さ しへ持たない.

しかし内休. キ株・ ﾡ林はﾡくわずかな役ﾡをしっにすぶ 

ない。ドイッの*林の ?。メ上は殆んど林にいしりか、 

あるいはﾡ○ﾡいﾡ交樹也こ含む式の歳状くある. こo 
よ ラマ: 榦林の 評価 は 辞 例 t I 功 予を月やすれ ば当羊ﾡ化され 

そ容易なし。 とべはる ・ 価価テ伐はﾡ々のよ承然にっいて平 

フ林分ﾡ呈他を推mて ミるような価ﾡ43表て なければ なら な 

い ・ 怀荣 至 き の 経 浄 的 ね况は —— 例 え ぱ特 に 联 た 内 限 ゲ有 利】 < 

あったリ不刊てあ ったリ するために---  e え ず平 均 6 袂 から 

aれており. ﾡ茶栄端ぶのﾡには主ﾡﾡの林木部ﾡ価に対す 

る -般的9(多正因す&ﾡ定すべこてある. 次に林分期ジ品の木 

友による 個I別 69 ﾡ斗 にはこらにみ/た I ◇神め表べﾡそあ る ・ 

なぜなら.林分判ﾡ品はﾡ夕会用 のた め立木展よ り 比ﾡ的強く 

下降するから てある・

主麦出位の価格ﾡセは- 係は 全遥とたどる しの そははいから 

ホ 今 ﾡ 週 は キ を 出 姫 別 に 総お tgにi捉し. ﾡﾡ こ 孫しなrれ rr 
ならない。 樹ﾡ洲寄検価の eだ承は林茶 &営全体とし て○林ネ動 

ﾡ価を明らにする < 呉(ﾡﾡ価の 継焼こ策 ) a 参県.)

それよ. こ。 価値球 妖納支？ は 蘇林花.栄衆 師 戒 と内して、
W/eC (ンンdnズ②

ち林分の 封ﾡ 立 小 ・ 名 ﾡ ゲおﾡ査 さ れた核 に 闱 期 B に行われ 

る。それは /○年分○ツ叫的回帰てある。林木書横はその増減 

の差引計学と通し て毎年融続记 錄されてゆく o てあ るゲ・ これ 

にい そはう、 にべる・

c.表化に岡す る評平価.

休木 ・ﾡはその 価(Eに多少とし彩響を夕ぼすよ う な及化をさま ご 

はは祭ﾡによって受けるの てあるゲ. ニれは段して全営にっミ ま 

とうしのである。 大○林業ﾡ堂は林木番ﾡの価が過ごるo 
マ. そo給付 ﾡ ○向上をめざし て 十e,的に 全芝する・ 他。 を音
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体ては 木 枚ﾡ的並 びに林業 校術師ﾡ てを令検と平い テ ンボ 

て収感すろか. ある いは休林行右 ゲ非令な金典の雲 o ため に 

森林貨本に食い込む. これらいずれの場合ても. 林うべﾡざて 

記帳これていれば. 持別な価向ﾡは足らない・ 林分の係され 

た 合 にはその表でﾡ ﾡ価 から差引かれ ﾡ際のた上ﾡは収益 

として記これる- 二のようにしてこほされた 伝 ○あり得べa 
差素は全営成ﾡにおけるﾡ失らるいは刊油と して祝れる .

オべて ○林分の新ﾡ林の他値と生長ﾡよ ゥ ﾡる仙部mは話 

価 の 滅 少に 対応 す る. 生長ﾡの価にっいては2. て述べるが、 

すべての許ﾡ林とﾡ了し た天然 は法正な林品他て を化 

される の である。

休必烈びﾡは四有。期望価としっもの てはないゲモれに っ 

て向発され林分の価値をﾡめる. 実ﾡ的な理で. これに受し 

たﾡ用をすくさま 各 該 林分に黄産 と し てtこ帳 せず. ス○絶業条姉 

反める い は全坎分の再印 価に 至るまで「林外迫新設資」なる 特5 な 

ﾡヶ定 科目 と 設けて 果 りで おくの が 適 切 だ と 氏 う . 林道 知' 投 贊 は 次 

○全営 ツ差 ◇除,ﾡしい 林分 価他のキに没入 し てしま うの てあろ. BetuieCucaeAuz- ・
救打「もま に杯分の ﾡ峯をﾡめる・ 枝打ﾡ用はﾡちにち王表 

尚 様 o へ 質ﾡと してこ誤してよ い・

祭 なそ老資 ○延帝は及対の意味く財差にﾡﾡと及ぼす. ﾡ林, 

朴エ争. 森林床腰 など で必要 は これる 柯慘 持・ ﾡ○メ型 

が条ﾡ:れなけれ ば林木 話ﾡ○価ﾡは減少する. このような不ほ 

行がそのま ま数愛これるなら ば. 見樹ではB多さ れたに銀 は 林木 a 
横ﾡ差スび資本からﾡ除:れるべこである. これ対して上記の 

処澄をﾡ矢す 予定 であるならば引き金として○ﾡを こ恨 すべさで 

ある。 これはそのﾡ用月が台べ支払われるべミ年ﾡに負わされると 

い ラカき を しっ ・ 余の 父ﾡゲス年及て 取失 これる予生であれば 

これに受しにﾡ用はその午に員わされないて、 それによっ て呼消 

されるところの引台金とﾡ引される.

xま ざまな枚害に」って生じた林木台表の変化は経ﾡ止"じ

～ 64～

にしのとううべこてふろ・ これらの一 は不注忍によち火サや

大 足 ひ 4 製相 ・ ごの よ う にへ向の責 に 用せられ. -部はﾡ圭

勃 M. やﾡﾡにょ り . また一9pはﾡ帝は天伏によろしら こある。 

二らすべて○汚は分。期を減するハ. あもいは完全に 

消浜性しめろ. 収さの坪は型ﾡ上○向ﾡてははく実希上。向 

てある. 何iんとなれば. これらの影響ぜはししばﾡら に は tた 観 て 

さいのと. 検先岐考が足る。しﾡてはないからてある。 しかレ

がら ・ -。 ことはﾡ。 きべ全<対同に附さ れてよ いという 

には は ウない. それど ころ今型的生済にと っ て失の大い 

さを知ろ ニとはﾡ失の魚四全知るニヒと同じ提 に 史 要 で ある. 

たとだこのよ ラ な基から の. かかる告の者のウ上にっいて 

○枝常的・ 登済的5能性べ知っれ. ﾡ次づけナられる。 平岡の正確 

2○向ﾡに内しそは て阪扱う・

月に糸気に』る林木ﾡ状の本化し単を計単A ひ• 1 負 基 キ 年 に 

おい ては決宅 的な を ・果す。 キ価にもって累糸公Dを正しくﾡ 

兜す る ため には, 多く o材才にっいて。 本 的 に改文S= れたﾡ格ﾡ 

井と主ﾡﾡW○ﾡ 話■指 数のるの学べ袋てある. こ○除生ず 

ろ向1ﾡはてR扱う・

ス . 生母達9部仰.

生長愛○ﾡは林分ﾡにﾡ役とおく . 生長価しまたﾡﾡ価と 

してず史される. それ故生長両は林分のﾡ向的シなﾡ的及び腐的な 

生及てはされるべさではない。 価学位は休分の 生長型であ り. 

ま に期望によ る 品(品区ﾡ表はき平4手俊 とし< 役立 っ. そし 

て評価回鳩は林分○新評価と同時に. 象糸ﾡ成と肉違して 

/。 年をに行われる.

4.評(う法 ・

評価方法の本ﾡは地位級えび台該株令対た す る万値牧ﾡ表 

から読 とられる ところ。 生&牛にょ っ て. 具体 的な林分期堂 

価 がこえ されちこいう こ とてある ・

ご 3 て v . /a 別的千品 に基い て 主委tU別 生& ・べ絶さ れ、
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その合今計ゲ発生長となる・ ニれによって 林木 テl 用におけっ、 

資本 と賞料とき十算 时に 己別 す ろ尺及の得られろ. これは林木ﾡ

検財差み増ヶ (= 生み量十をた された注林) と渋少 (= 住 株 

を十あり 得べ ・板矢) o 乙ﾡ によ って自動 的に 行われる。 m 
と 浜少との差は"何程器ﾡ財圭を仕しとか・ あろ い は ya 何 i 
それをﾡ加せしめているいと示す・ ﾡﾡによ る照査 は 材協 によ 

ろそれと常に一秒するとはﾡらない。 Eアち. 尚ﾡoい世な 

いし林ﾡが相当盛友に探、れた場合には オﾡ的にﾡバ て あ 

ってし品仙的にみれは前に招ちすろとい う ことしをり う る.

同根 に 逆の昜合 も あり うる.

二 こに述べ ﾡ財金計昇みび根益十ﾡう法の いわばﾡ点にし ら 

ころﾡ別林分の生長ﾡ確定の 方法は沢 して称 しい し。 てはない. 

基的にはす でに / ○e年 前 ・ Po8o2c Paeゥ&o2 によ って 彼○字 

公式く W/e:d2クzeacntfe2mu8 ) ○侵同でた峯な方衆に 対 

たしている: 年ﾡ○め及びﾡ冬り になされる二回の林分の ﾡ定 

○際生ずる — 字携によっては非考に大さい ーー ﾡ定凝ﾡと、 

唯-回。 測定 と坪 価 ヒ よって避ける ため に. 分の生長犯は単

に金: れ/両生長を果する ことに4 っ < 林分 紡 通 から 

推定される・ この場合てしちべ誤をは生ずろのてあるが. =回 

。 林今測定 に基 く 生長柄の 9定 と 一回の林 今測定によ るそれと 

の決定 的相采 は. 前右。 場合に おける 不可ﾡはﾡ定契差 は生長 

番 ○大 いさ に絶寸的に現れ. 役為 ○場合ては相対的にのみ現れ 

る ヒいう二とである-

上に述べた林分生長価っむﾡは . ヒしあれ二っの点でPMd3&2 
のそれとは異る. */に塚ﾡ による 生長 愛 てはなく期望 に 

よる生長登べ昇定っれるということ. ャニに. 何値生長幸は生 

&ﾡなどによ っ て島ﾡ的に aEめ られるのてはなく. ﾡ旭収 調表 

ヘ ら 推定 されるということてある. 理 ﾡ的 にはさらに. 戊 保 

によ ろ法正作業級の総、生長価はﾡ望価によろ し のと正確に同じ 

大ささであること ゲ注意さ れろ ; ど令扱へっaこみがﾡる。 ごつる.
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父 生&そ k に に 网 する 仟 価J
このぽざ^ 踰决 大の争の生ﾡする : EvらE.io品う法の 

万式<生ﾡ価 分倍。 故学的こ#てあり. したゲって 林う期 

空ﾡバ点化すれ 生長ﾡべずえ化し. 同じボにこどまるしの 

てははいヒいラ こと てあみる。

それ故 /.C<こ及し休分ﾡﾡ。 すべ <の化は ヒして生 

ﾡ価の化と i ケる. し「-のって証起によって.印ち林分間 

の茨«. ヒ)わけ伝存によるﾡなﾡ定によって. 生長怖み減 

ルと2ち に定 し . 証並 を 年度 末 ま て 侯も しておご、 ﾡ定、れた低 

他 2 扰計 し<主 委件 通 o 登収 価及び生長よ り岩引くことをﾡめる。

ﾡ望価によ 井ﾡの-つの会所は. ホ分のなお期待さ るべミ袋N 
a1次化せしめると二っの. "かる 未争にの * 南に をしっことて 

ある. 林分の生行明と通じて価、れるよラはS容. したっ Basbcn ー佚イルセ
<収をﾡ示される 林オ ス ひ ' ® においてし ・ 内任 的 試受求て あ 

る彩では派 さ に足 ウびい・ 例才 は林分っ 対ﾡ生長に及 ナ 平 

▽多登の 睛雨 ○許F用べ二れてある. 継統时 は お A 生長 の照書にはあ 

ﾡこ○作河は登てあるべ. 林分 期 生極 0 普史 には、 こらの作用 

があっゅ合. どの程度林分○総給けを宅するかが向題になる。例」 

え ば受 e 終ある いはﾡ常ﾡ o ため林今が部う的にお死し・設い 

てくるような合には. これ向ﾡとざうっ. いすれにせよこのよ 

? は映宅が林ﾡそ宅○総生民(を書 しく減少せしゆにとすると, ミ 

○とは拒さ大ミはし○こいわなければはらない. したがって ・ 部D fラ 
に変化 し た台式収盤7の た め に主安ﾡ程っ 計生長任 を変天 せしめ 

る3国は安院にはﾡく 3れにしか存任 しい・

a委クに回 する林分々 生長学の品ﾡえ化は宇を異にし ・ 

全 c 休今値え /価曲. 生長 にミ o«部 と 及 ぼす .

s . 林べﾡﾡ価及び生授ﾡの続記録.

ホ木送 貧 o ﾡ先記 銀 は 年茂 財オを 目心の代型をなすもの マゅろか ら. 

財生 目 熱 ゲ 時 す ろ 価優友化はすべて 群統 記こ銀に よって補ﾡされね 

ばな らはい.

そ o だ 对 に 米ﾡせに加えらし、 あるいは取去 t .た林 -». Fp



ち枚区 あるいは引会 しの性ﾡそレ つ林分はラビして ス缶の 

委ﾡはﾡ材 または飾材の 劣采 そあり あるいは 当該休今ま たにはより 

スﾡ囲 の条林部分の 収益ﾡと戒少せ しるようなﾡ々 ○城" 絶駅 

てある. なお その外にﾡﾡ去®に よ る価ﾡﾡ化ムめ る .

林木書 ﾡ価と そ の消渋を 同 一 ○尺受てぴち上いうことは. 計 

及 び益計ﾡの 目 的9か らすれ ば不 欠てある. ビワち同一○ﾡﾡ価 

個 く Vaムtx) 一かく 云う ことか 杵されるなら ばー で 十今さ れは け れ 

(ばは らはい・ たと えば林木都他ヌ ひ 生根が疾除に 円られ るより 

しﾡい木材価ﾡる評価されビせよ. 法正保ﾡを差チ< と. 町t産 

計 算 と頫急 料 辞 を 垂り る ※ 席 侵 他 の 生 ず るの てあろう .jr &イdイレu?cん〜

それ故・ 林木品ﾡ及びその生長○価は、ﾡ減計ﾡと行う前に 

决号年废だがい て 成立 した価格水生に差く ﾡ数計によ っ< ・ 高,め 

・ 名なり答められるなリ しなけれ ばな らぬ. 数ﾡは次のよう 

に して行ラ ・

将 牧卄聲 ○基袋は, α).同一物屈水とのない領ﾡにわたるﾡﾡ続 

十に基い た主受樹ﾡの 材権列価, ダ主ﾡ種○採電 ○ﾡa合 SortonPrecSe Sortc レc九&どど&.

c. 与えられたに材ﾡﾡ合て ○主委樹種fっ 当リ ○収徴ﾡ。

指教ﾡ は上の資#から次の如くﾡめる . x).材ﾡ別ﾡﾡ○加ﾡ平

として の 自 主要 附後别げ為当 ) ○ ﾡﾡっ 計算. 空みは各主登樹確 

の総価ﾡに対す る 材ル列・ 今年 てある。 き主受樹ﾡ。収度貨 a 除 

いたfなち り 平ﾡのﾡ・ ○最終っ ニっの年の収ﾡﾡを味い た 

f当リ平価ﾡの比から. 各主長樹ﾡの価ﾡ救をﾡする。 ニの 

よ うなう法で時のそ過 ととし に生ずる ﾡ 救系列一 r Koxut&」, 

一 は任起年ﾡの 林木蓄感循及ひ・ 生長 価の 比ヒ牧を らし める .

門・ 主 安掛番の 称 しいﾡ稿及 びベ 生長 価を ﾡ定す る には前年べ

o 柄達 に計算 した格数を衆ずる.

材ﾡe とﾡﾡが宅に契 る林ﾡ登巻ごはﾡ数十算 は それに ず 
る ように改めは ければな らない, 特殊 な宇ﾡは 茶条細成 ○際、床 

凝 レ安笑 の 及合を 決ﾡ すべ 冬でちる. く/夕 P価う法の項参ﾡ

かく してﾡ数計ﾡは生長ﾡと利用の ﾡﾡ値によ る正し い挙引計 
弊 を 保正 し、さゥに 全営反采 の ﾡ ろ野ク に北E す るさ分の 確 を 可 
能にする・ これによって本らそ名ﾡ付は明かにはリ ・ 常のそ 
消性判断が▽能 となる のである・

~ 68 -

ダ 千ん?客既性と正金性

あらるﾡ済ﾡきはそ○巨的に今うよ ラヒに記されたにﾡご ﾡ産 全 2 

翌すろゲ 愛営財全ら-部は*的てあり -部はﾡられて将左し 

手た一部は泊ﾡ財と し て役っしのてある. 星清委さの特ﾡはこの 

ように叫をﾡえず®し ていることで あらる. 成全は也想ゃ教置に 

ェろ物的ﾡﾡにおいてﾡ化するだけてはなく. ﾡ術的. ﾡ済的界因 

によ ってしえ向はいﾡ○表化を受ける のである・ 生済生さっ沢 

農 は 丽但変 化 ウヾ 全本 と してプうスの値を生むこと、 したゲって

「ﾡe間運 く Weuta火なC2&)」をうことである. く但し二の価値 

ﾡ分は得と して取去られるか あろいはﾡ宅○ぬﾡに用いられ 

たり. すてに用いら れていっかのいずれかてある.

財ﾡ表化"ﾡ金任高に肉すろﾡり では /ee 分。 / ル ?く Pfta ) 
まで正確に確認され呼るが. その他○任○安化は —— ﾡﾡ右が彼 

の財をﾡ紙星清ぶﾡと明らかに しょ う とすれば —— ﾡﾡら ば 丸 

ばはらい. しかしべら足燥といラ しのはﾡに多かれ少ハれ不 磁 

なものてあり  —— しよう と 君 え ば - 港 急 的(こも なる.

統的はﾡﾡにおい て絶対的に正しい年よ益なる し ○はﾡ命上 

てし戻務上てし周知の切く与任しない・ すべてのおぶ・ 投と引法 

し と支. 清ﾡ.以得読べ完全にされ. 十ﾡされている場 ← 3く.cそそどeA&1ピod
合には. 唯t. 企茶っ全生期向に対してのっ「総利ﾡく Totafacw+nt). 
か 絶 対的に正しく定される — と途上では云える- しか し星営 

べﾡ十年あるいは袋G年しﾡ統し、 また保林のよ うに永の生存ﾡ 

向をしっしのとすれば. かかる計ﾡは如何なる登営そ活的価価を持 

ってあろうか? ただ一及ﾡりの回点こしての他ﾡはあってし、同

対暴に同-目ﾡとしってする より んだﾡさﾡ活的態度に対して・ ・
叫(けきの ﾡﾡを しっ しの そははい-

したにがって. ヘ々は突除のそ済生活においては評価の不確実性と 

父協していた- 勿論 それのほく ないことは分っているのであるが・ 

しかし至 消 針昇化行ラ 場合に当財圭の価ﾡよ化をとかく 注意 しよ 

うとしないならば それは -万 ひ、どいﾡてある 二と九われわれは知



っていろ. 全ﾡにおけも評価は 額及 び大政に対する - っのヤ向 

ﾡであり. よ"よい品ヶ法をﾡﾡこせ・ 息をてさる岸け除 

んとする帰力はいたにるところ てなこれている.

ニ ○よ う び努力は林茶にし て しまた不ウの目係くなければなら 

はい・(1時に林業にあつては主業生定段く 休木るﾡ と生ﾡ物 

c 林木収修 ) ○自然的同質性のために 財えを俊位びヘ ・ちし○とし 

て理解されないて収ﾡとみなゞれるという急険ゲらる. それ故. 义； 

会的に 強度 ○過材をこそったﾡ大物後. 査ちにﾡ本用と気料洲用 

○感ﾡは分離と能にするよ ラ なt月約建が林茶央ﾡの面"ら登求 

されたの し当ﾡてある。

乙.評価○ 客統 化

ﾡ役レラる価のヤ/のﾡﾡはﾡ圭○ﾡ殺. 数ﾡ、・ﾡが完全 

に術坪されることてある. したゲってﾡ欄好価の基ﾡはﾡ茶索堀 

の 保の 約宏は 投況把選 く 乙 udtae2Pzd4ua )てらる・ こo 
合. 収ス須銀・ 立木ﾡ・ ﾡ小級の綱俊ゲとりわけﾡ委てある。 きた 

べ採ゲ予定= れてい る林分 は その似ﾡ収入ゲ後理ﾡ○繋位と 

ﾡ注するから特別正確に 記録 し なければな ら な い.

さらに. 本的に改良これたﾡ格術( これはまた木材市政 

条の点后○そ料でしあろが) は番務 8Ftに役立 っ. 伝格銃計 は 極. 

めて多数の 掛ﾡ別 o 材ﾡ に 及ばねばならない し. 同 時に ﾡマ○樹 

通○材ﾡﾡ区が調金こ れねばな ら ない。

収ﾡ級によって分ﾡこれた ﾡﾡ牧誤参 ( Wet-oAx4oな/eゆc) 
は個別ﾡ粒○特殊な収ﾡﾡ係とそ れの 統的に岬隻こ れた材ﾡ 

格に基いそﾡされており. ﾡﾡ○-般的基ﾡく いに用いられ 

る. しかしこれが救字は全業セ、 あるいは列林今のﾡ済 的特 
_ 、 Pare どイco4e .

に応 じて .. こゝ では持にそのユ 不 によって--- じ安なﾡ合 

には1・4 及び3.の ﾡ町 に基ご修正さ れる-

このょ うにすれば . 林木語ﾡの評価はす てにな意いら かなり 離
、 " ・

脱している. 特に利条○向盛しﾡ別林分の評ﾡにおいては. しは 

や何の役割しﾡじない。 有幼利年が個々。 ﾡﾡ ○平ウ的収益スw
-7の～ 

平や的英月 か ら収訳般投別に学足定さ れ 価伯収 ﾡ表 ○下庶前にき幌 

的に決定し ていろから そちろ-

& Pの 正成性

s れたに林分田ﾡの信ポ性と昇上○お用性はﾡ忠を制ほす 

ろことによって 担台若しくﾡまら. 9ﾡはﾡ未に起回する 

休分 曲退 o 災完ば ま<の 後従性べ思わ a ごﾡを 自ベ にいさ起すし 

のてはない. それ故. 平ほ ぷ差ゅﾡ回 ( Fe&&u..o&ど. どez &c_ 
e%ズいxy ) ○想と数さ をす ることによって. なるべくざと 

の欠西入リ上*ないよ うにし. またえ分除されない場合には 

確 これに坪ﾡ投ﾡを修正しなけ ればな らない.

呉体的は林分望価はﾡ々 ○休分の 笠協ﾡ的な 特性 を考ﾡし 

< . 一ﾡの収西級の正宅収視かかれるから. 次の会素○正し 

い 定 ゲ肝会てある.

②) 区ざ級- ○分の/<後これる. これは評価○目的からす 

れば相きに担昭なﾡ定てあち ・ 実用的にはﾡ差は-般に相 

殺されろと思われる・ とこが何はるﾡﾡからにせよ - 

例えば - 宅に%にけﾡいあるいはﾡく兄ﾡられたとすれ 

ば、 調をした間位と ・ 実際の上高とのﾡ長はﾡ視て Sない 

しのとなるであろう-

夕) ネ爆し同枠に /2うのノでやこれる- 二れまた時的さ 

を定てある林分の会 期 としてみれば. ﾡちにより寺い正 

こを保証するであうう。

(z). ﾡ値髪業

◇) 個別休茶全営○価ﾡ水ﾡ- 先 他に調査されたﾡﾡ水半は 

あるﾡﾡ領度のすべての林未ﾡ劣において同一てはない. 一 

部の そ営はよ り相刊は 販た条 件 と 顺挡 条とを 持先 a5 に保寺 
・ ・

し また-部○ﾡきはより不なそれが今えられる. 二れら 

○差ﾡがﾡﾡ余ﾡ京に当 ってﾡ認されなかったリ・ 正 し< ﾡ 

られなかっに会にはく 員及び ﾡ参ﾡ)ﾡ満及び生長ﾡ



っ不正ﾡな評価と結ﾡす ろにいざい。

② 材埋描成 . ある 休楽全登ら休分にお ける林ﾡﾡ放しその生長 

スびﾡ先茶件のとめに. 統計的に知られたﾡ材検ﾡﾡや モ 

れに対府する平先上高から多れ少かれ離及する ことべあり 

ラる. 校品の際に二れが正しく評ﾡ:れなければこ、から 

し価とた上寺の差べ生ずる ことになる・

○ ®別林分 ○ ﾡ 的特殊性と「正しく 」ﾡ定するという ことは、 

まったく主 幌的子ﾡに いかわることらでらる. 呉的な争浜 

ﾡであれあろﾡ、評価はより不ﾡ矢にはり. ﾡﾡ井ﾡスび横 
・ 、

益計算 と み 肉連に おいてし . かハろ 永情 っ 肉ち ゲよリ少< なる 

ニラ したに特ﾡ性は ﾡ金にを定こ れなければならない・ 売上ﾡと 

ﾡ価との 同の然 にﾡく 依ﾡするﾡり はﾡは いレ換失となる.

上にべた価教星の主はﾡ因 ヒっいての 概妥は休木遠ﾡﾡ 

及び生ﾡﾡ○価がﾡ糸条弟成の 際○入やなﾡ況にﾡ に 即 析 に 

君 しく 左方されるかを示している。

・ﾡえび生長ﾡ昇に及 ぼす ﾡ価誤ク○登響は. それが個 別 

的は み差 て大部分 は相乏 に打消 されるしのてあるか. それとし 

すべ て ② 林分価 値に -ﾡに現れる しのてあるかによ ってﾡる判 

断がは さ れろべ S てあ る - 例え ば. 前有 ○Wミ 誤差は他加林分 

の収ﾡ級、立木及. ・ﾡなどみﾡっ た査定 によ って生ずる しら 

であり. 後ﾡ。 ﾡ類の誤塗は -争業区○樹粒別○特殊なﾡﾡ 

ﾡ*価格水準及 w ﾡ搭信数 ○誤った評価い ら生ずるしのてある. 

-般的には . ﾡ恨的委素ら 同った価は数ﾡ的委茶のつそれよ 

り し登委である - しかしたと え救登的委茶の ﾡﾡは全体と して 

は先全に相殺さ れろとはいえ・ そ れが利 用これ た林分 におい て 

一年向で相殺これはいで一的登みを示し、財―計身 と 痍战

弊 をみどく ﾡﾡL することしあるだっう。

そこで・誤っ た評ﾡが財ﾡ計件 と根伝井身に どのよラ に呪れ 

るかが 向壌 となる。

巻横価値はﾡ積価値ﾡ物の継先的 く毎年 ) な確認を ﾡ的とす 

ろ 年 及先に年 ②基であリ その上次ﾡみ岬価に対する比救 

ﾡでしある-

期番ﾡをと年する ためには 生 ﾡと新逆林の年ぐ 

○ﾡ(ﾡmえび杯によ るﾡﾡ本少と語状ﾡと 差引計 しなけ 

ればならない・ 生長ﾡは個々○林分期望町から収ぶ表上の. し 

たびって「法正な」価(過生長率でﾡえ化することによつて求め 

られに. これから語求の百分幸による評ﾡﾡﾡは生長ﾡに転務 

することが明らかになる- それ故 林木番ﾡヨ*ゥ班少評画 

は定断生長ﾡの3% ○®少ﾡ価 を結采し、 /○年○ﾡ期ならば 

年生長ﾡみうる ○画少 P価 そしたらす.

s%だけ過少ﾡ価したﾡ損が /○年後には 完全に正 しく価 

されろと定するならば. るﾡ価○差ﾡから浜の期首るﾡ価 

に対し て 3 %の定明生長翌について ○.大価 を生ずる.

年う*○生長となすとすると. こ ○漫大坪価は 年生長量 と球 

しい 大 ミ こと な り 定期 - ○年 -— 長 番み /e*には . 

二の価ﾡは前の井ﾡ弁による それの 3倍以上であら. 定断生 

ﾡﾡ○武大坪価は岡ﾡ霊 くWち央際の 生長注 ヶ部ﾡ価め sx 
+リ小さハったり ・ 期が ノ。 年よ り短いとよ りﾡ誤となろ。

この二っの計昇○ﾡ奨は前者が ノ○年後め 生長型 ○差を、俊 

着 は当ﾡ○差と それぞれ正 しいﾡ首評ﾡと誤っにﾡ音ﾡで確 

することである- し たが つ て 前者。 計弁は 期ﾡ平価誤差が生 

長愛にﾡわればい限りﾡ首部価誤差と排除する. P2o4,2ex は 

すでにこの二 とを考えて いた。

前注の#論 と数ﾡ例から文の地く 結論 して 差支 えないであっ 

ラ・Hち・ 統係法はﾡ達計ﾡスび横益計弊②官的からすれ 

ば・ 人期番ﾡ調登に比べて本ﾡﾡにﾡ合していろと. そ○ 

として二っめげられる; つ ﾡ続記録法のみが年炭財差計昇と 

検益計ﾡを能にし、そ. 林木ﾡ税価の及めを基砕価○定期 

牧 に 比ヒべ て すこぶる正ﾡに明らかにするからである-

しかし ﾡ録法しすて にﾡらかにしたによ ラに少少とし 星委

-72～
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は子価の不確実准を在々件ラ しのてある・ それめ、現にある千 

品段差 のﾡ類と 大そさと切何な るろ法て盛認 し. ﾡ多正 するかを 

向題 と し なければは らない・

われわれは上 に呉っ た坪価の ﾡ西は 非考 にこまさキこあるこ 

とを知った・ したって. まうャーに ﾡﾡﾡ会の2ﾡ的理室 

く &e &xAete Koxto処 o ue22～&な2e ) "かん 

ずく主 委樹程 のむ横価に一般的に(R用する愛米のうち 材役ﾡ 

戌. 材種別価格、 品格数がﾡﾡである. これらのﾡをは学茶 

年彦のﾡ示匠くに行うのが合目的的であろう。 というのは ﾡ 

め て多数○材程の千ﾡ売上ﾡはそ のときには つてﾡめて個別全 

ﾡに対しそし、至 価 数援域に 対 してし昇でき そからてある. 

新しい材ﾡ別平 d と材経ﾡ成によ ってさ れたそ 年 戻 

。 > 後別 千均质格は第頂評価 0 基ぬとば ってい る#足別平力価 

ﾡと ー ニれらの格にヤ向時の ﾡ場場救が 浜 じ られ と 後 に 

—— 比段されろさである。 二。 場合 比教す べ た平油格が 一 

致したはらば. それ は価ﾡ にﾡして正しい 評価 ヒ 継続記簾 の な 

これにことの確認となる- これら が奨 る とさ はるﾡ価と 長価 

は修正さ れなければなら ない・

平的な材ﾡﾡﾡ○及化し樹震別千価ﾡに彩等する ・ レの 

しながら、これは 信別 全宅にたいて年々凌化する しのてあって 

そ れがﾡ宅的で ・ しかし兵西が説明できるよう なﾡ差 とﾡめら 

れる 場合 にﾡり. 番積価の定数 として 修正 されうる.

さ らに. 収役された 林分 の 販売収入と その<継 鋭記条 さ れた) 

ﾡ と○比教 はﾡﾡの 判 断に対す る確かな 退契を与えるしので 

あ る -

なお最後に. 平価ﾡﾡ○確認及び修正のための星期新ﾡ価 

< AodLac&en Nezよeweog > ○起終とﾡじばければなら 

な い . 年度継先紀祭 は ﾡ少 な時向でメ覆こ るべき 主委樹ﾡの 密 

ﾡ価及又び生長ﾡヒ まで抜ﾡさる。何 弱 汰分の 年々 の継統記ﾡは 

何の利益しなく 、はなはだﾡで. かなりの時向をﾡするであ

ク4一

ろうから. ノ◇汗なっ林分ﾡく十分てある。 しかレ・ これ

し その向に集められたﾡ録によって たすでに行われ 

に価ﾡ修正や. 継焼乙年 o 際得た その他め 経験な どによってﾡ

ﾡ< さ ろ しの となるであろ ラ ・ 唯先録さ れた番ﾡ価かう 

の 差緊 は 推測 しうる 評価浜ﾡに っいての お示 を 与え ろてあっ う. 

しべって定調評価はあく ま <* sたtッ s他ﾡ計ﾡの有用な-ﾡ 

ﾡはﾡと兄はこれるべさてある・ﾡ断ﾡは天災・ セ ux 
年などによるﾡ芝汁ﾡのな的な伝快をじ至とするよ ラなを芝 

の大さ はぬましのあった 令 には不可久。 ものて ある ・

価妖差 べ確認さ れれば (他修正 C Wet8cc cんなaw?g ) 
ﾡくあるが. それがいっ行われるべきかといラ向題が尽う・ 指 

数によ る継ﾡ行と肉 し<彰上の 価差のﾡ正は年 * 行 

い、. その他のすべてのﾡっに評価. 寺に恒引 分 o そ を確認 

し 特別 表に条めて 次。 ﾡ評価 でﾡ正.す るの 合日 と わ 

れ る ・

記こ恨工 o に っいて 附きすれば. 評町役の ﾡ正は根汁 

に古係する ことは ささ れず 式本減少スび価修正ヒ して林 

木も橋財ﾡに入 すべさてある。

B. その他の全巻資差の評価及び促帳

6cuc2Ztt? doudなa&c C-e〜dなctde ced 8eれれe上:れe&"e子®クd
木ﾡ横ﾡ以卜てコンテ ン プラ ンのク ラス。 に芋 げられる一

. ﾡ▽ち土. 物. 崎送段. 神ﾡ谷具. 今務用ﾡ 長切良 

スみびﾡﾡはどの採価し 向定 となる.契にクラス3・ の祭料・

納M泉料. 登ﾡ料. &びクラスァ ・ ○ネ吸ﾡの永材し同様で

あ る ・

寺ﾡな評間内向望と論ずる前に. いま一度林栄呈営における資 

差の個* ○群○財達構ﾡと人き さ ○ネ列にっ いて汚慮す ること 

がﾡてある. ヒいうのは 財達 ﾡ算が 大さ く はればなろ ﾡ評価 

はよ ッ 入総 * 技 ﾡ的に 正しく なけれ ばなら ないという こと・.送 

にうえばおろ 一の低いﾡﾡては評価はし はや 実践的な 急 義 左
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したないのは明らかにから てあろ。 KadL夕名E 営林否を例に

とろう. ここては ノ253年段財ﾡ計ﾡによって 登ﾡ町舎と

ラ に今数す る ・

株 ぷ <5•&・5/
林 地 /3.シズ

除 地 e8<
と 物 o4%
そ o 他____ o.ケ%

計 /oo.oン

二の後から森林缶位く 土地と林木るﾡ ) が愛芝財産の ク タ% 

とちめ ・ﾡ物. 鈴送ﾡ段・ *ボﾡ兵などの缶は 全部 で ﾡ か 

/ ダ であろことが分る. またに長益昇ても登堂貴用の う ち これ 

ら資差②政ﾡ伎却額は/2*にすざない. この争実へらﾡ信 

如の -定のﾡ易 化が長認 これる.

さて次 に 全尊耽詹 —— 林木る横ﾡを除く —— に 影密する一連 

のそ済上の条争について命 じなければならない。

/ 至 堂 資達の対ﾡのないﾡﾡ

この事例は大はﾡ林巻理島などで土ﾡ. ﾡ物. 輸送手投. 様 

城器具 - ﾡするに設備財全く フラス。) —— べある登もいら取 

り 去ら れ他のそ営に附加さ れる場令にﾡられる. 増加の 場合には 

これらの財はその収益価あるいは洲用価値でﾡ価される. その際 

以く航あるいは 現任 ○監入細格、 またはそのとミまでのﾡ価をテ掛 

りとすることがでさる。 しかし ﾡ恒同小性の ﾡ則はﾡ感しなけれ 

はは らない. Eワち同- ○収を給付 を したらす同 じ ﾡ報。 財は し 

い評価をしはければはらないということてある。ﾡ論、 ﾡﾡを 

れな い 資 星は今ま で○成耗の合 を考ﾡ する受べある. これら 

の 財がﾡ少 す ればそ ② ﾡ装価格て 差 引I 計外 される.

対価のな い増減 は 支 払、勘定に おいても起る が評価に ついての 向a 
ﾡははい.例えば. ・通は ら解経さ れる労務者 0 字の共先に対 

するッ物ﾡからの貨幣交付. ﾡ少 とレては州中央金車へ o 現金左高

○夕し ど"がげられよ ラ・

x子. 肥料 忠、林保営じ.運材掛.金堀退々。生営予役 

c フラ ス s) らるいはべ係したに林木やﾡっ 4 うな生産く ? 

ラスク) ○対価のないﾡmは市ﾡ将て. 攻少の合は送価ごま 

入入されろ。

z • 資生。 龍入 と 売却

土地へﾡ入ゃ如では支払われたﾡﾡべそ。 は林茶の圭計 

ﾡに伝これてはならない. それらの -部はﾡ業登済的考条とは 

引の し のご定めっれるからてある-

例l え ば 今まで 林也 であったしのが場ﾡと し <た却これたとす 

ると ―— 特に大ﾡ市のくては ﾡに業土地 益価 の 我 始 

かの収入ゲ待されうる。 ニの よ ラ なた却入はそのま、o 
請て林業経宅。地く ? ラスo) から差引れるのではなく. 当 

教品検の云価で引 く o である. 超過. する 部分 は 岩 茶利 何 ではな 

いから ・ 松益計堺にﾡでしいﾡ時収益こして クラスこにこ帳す 

べさしのである. 版イ曲 な叶地,. 不モ地のﾡな勝入っ 合 

には支払われに価ﾡてはなく.くよ りﾡい)林※収を価を ? ラス2 
に記こ帳する。これから生ずる財差増加し利ﾡではないのくあって. 

橋ぬ計昇くフラスふ)に 記入 してはならはいから、 これまたﾡ時 

収益く クラス2) と してこすべこてある。

そ o 他す べ<。 当差. 印ち一部は. 湖次のﾡﾡとまぬかれない 

衆物. ﾡ械はどや、 作業世程においてロﾡ舟賞さこれる資ﾡく全巻 

呼 ﾡ)は   とは&対 に 定の 限度 内 で渋 勤 す るに して し 

先一 しにﾡ格を しっから 再 綱 達版協ある いは調衆価でこ帳すべさ 

であろ.

3 . ﾡﾡ及びﾡ埋ﾡ利の軽消

A42Sat2 Vev ペそセれ--un Padddv2cc&tt ・
林業全芝と劣びっいていろか、るも祝利が本の会計ではﾡ消 

されはいで. 森 林所有 看 . 例えば 林画ﾡ c Fe&サLcんw) o-般 

動 政 から規制を受けていろ 限 り そは,投資. ある い は引lお しに相
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ちすろ 対寸価 のないﾡあろいは減グがそﾡ生済的にﾡﾡヒはる。

反対に ﾡ叔lが そ堂計ﾡ て解ﾡ さ れる場合には このﾡ財をﾡ
Vンv4ィバt-

ﾡ. 印ちあろ 検ﾡﾡ利の 貨 あろい は緊 ろ全済 的価他 へのと 
uwu wrd aじunta

し<. しくは収をあろいはまたに自こ本の貞担て他人へ 本の

、自こメ本へのﾡ校と示す。

い ずれにせよか かるl。 ﾡを各定 し. 財を計貴 ○貨ヶまた 

は信うに記帳 しなければならい. このしまたに収益恐想に 

ﾡ印される・,8見 —— たとへば与えられるべこ材登 - と 
に貨幣に ﾡ券ぴてい ろような慣行的"ﾡ々 の+は 生宅王済的に

っている. この価他はむしろ、 それがきょ枚っ号ﾡないし中 

止を定すれば明らかになろよ ラに • 全ﾡ林あ ろいは費ﾡされた 

森林部分の 収益 価の差としてﾡ定さ るべこておる-この 場合これ 

らのき叔ﾡの済的急段は,ﾡと共に全ﾡに右利にも (例え はx 
オオ叔スて ) または不利にしﾡり ラ ちと いラ こ とは持に注忠これてよ enonパo4cパ位 
い ・

こ の よ ラ に計昇さ れたﾡめろいはﾡ極るlっ ﾡﾡは 解消 の 

場合に奇線っ 感礎 とし<ホ林ﾡ理に役ユっ. 矢味に得られたに報的 

はこれらの価ﾡから多かれ少なかれﾡれていってあろうゲ. ハか 

る場合でし減少はその ﾡﾡにょ り. 及対絶けはその貸常ﾡあるい 

は価(色によってここれ・価ﾡ差は昆時的な利ﾡあるいは収失と 

してクラスえ、 に記入する・

タ. ﾡﾡの連成と負泊
自ち生産ら資ﾡはその生ﾡ泉価によつ て評ほ ・ 記こﾡされ る。し 

か し生ﾡに大き な校行的過失があって原価がﾡ常に高いしの と な 

った場合は、正 常界価 のみを 財産ﾡヶ c フラス◇として 記こ般 し、 

起過都分は全営ﾡく フラス4 にす. 金物 火見橙 •林追 •描 

ﾡ.奇横場. 人工ﾡ地. ﾡ物ﾡなどこの夕則が通用されろ。

適株が行われた場合はﾡと 地位扱に対交する 正常造林ﾡが祭 

ﾡに入されるが. そ ○ﾡﾡは達林はﾡ期望 -- 正常造林貸 

は塗横期望価において 算出 される —— の岩成委示となろという考

-78～

えラハらてある. お別赤六ﾡﾡﾡゥこし この商に <4べcとぞムc仕c F一ごscイccc&ux;
なく ・

gt企ほにﾡ放の及対はそき内におけるそれﾡ泊てある. これ 

らの木おい計①的び年をへら松用さ れてい れば代株 a によ つ 

てﾡされ・ 他。 丁べ て○代株されたネ材と同に基ﾡﾡにから 

を引かれる。対照記帳は 検益計ﾡにお い < ﾡ才た ﾡ加及びぶ少地定 

でメ8だ的に行われる.

衆則と し て吸たは木材収同に両伴す s しのであり . t昇的には 

記 帳 におい て 林木 を 上 密に 対応 する 現金 として 現れる. とこ っべ 

そ谷内での木材○資消はそ う てはない・ しかしこの ことはそき総 

付に&レ. かっ至宅日的にﾡちに何けられると こ ろのが実現 

されたにという今べを. いささかしなえるしのではない. これらの 

払未争は明らかに貨月と収益のに帳 しな け ればな らない. 

えばにﾡの示 岡 により : 木材位と告千 防 ○tく-

林※ﾡ営における 転ﾡ.を浜 労務右、○本材交付を特価<な 

す帰合し同係に吸扱われる. 例えばに家叫より :出会的食用と 

木材収益; さらに 困 難 君 に 対する 木材 の 照 将 の 交付 の 帰合 シ に帳

則から. そジ外央付と木材区ﾡのmく てある。

ニの方法によ れば銀償の ・ 持にそ営内のﾡﾡの必きもﾡ来され 

二 こにおいく全客の台と収症べ根益ﾡてあますところなく こ 

iされるこ とにな る。

5財ﾡﾡ但○増mるび減少

224 ) は主とし全営動産の増mく Me&og dad Betcod
てよりﾡい収益を見ﾡして行われる。 したがってﾡ横期望価のﾡ 

ほに登営全済的向のﾡ点びおかれるのて ある。・積値会化の 

評ﾡにっいてはすてに 1.Cて述べたが、土地収益力増大のための 

処ﾡしこれに似た取扱を受けら.不毛地○詞. ﾡ沢地の 耕作 ・

* 8 びﾡ水は どやその 他の 土 地改 ほは土 地の 収益価を認める ・ 

ﾡ埼つのょ ラ なﾡ他ﾡ大の数ﾡ化はかはり不確実なしのそある・ 

しか し. としかくかかる土地改良は受な全貸と期待これう べさ
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ﾡ加収入のﾡﾡは昇定に基いて着これる・ そ れ故突際の土改 

民貫を, それまで収ス益のない面ﾡの長低ﾡ仙. あるいはそれまて

にすてに全営これて いたに面ﾡの容 し ラる収益の 上チとみなす 

ことがてき. 土地資産に ﾡ産 化してよい, この合には土地改こ

バ永ﾡ的な土収益の ﾡ大を生ぜしめるのて 

分2 -時的は生仮ﾡ大を生せしめるのくは 

る。こ 二 ては林分ﾡﾡば り ﾡ償価低における 

ば活 灰 施肥 —— ②資ﾡ化が向ﾡとはる てあろ

らって. 整に滞林 

ないと いう前状がら 

土 地改良食 - 例え 

うバ、これは生ﾡて

じ契な生貫のﾡは 一投とﾡしいﾡ祀を紹示する・ 維村作 茶末

次平良くR及:れる予足であるならば. 財オをキ片こ浜益計ﾡに 

おいて それに忘ずるき金 ゲiこ入 こるべこてあって、 さもなけれ 

はﾡ の ﾡ却がなこれねばならない。

石 砂 利 取場・ ﾡ炭における 上地ﾡべ○塚鉱 また当 

炎ﾡ価。 減却によ っ <計ﾡ的に表現、れ る.

しかし演雑な 紀根 である ・ 確かに. かゝる上比改区処型はその炭 

緊めから保証されておりﾡ林資ﾡのﾡ大は明らかであろ と考 

えれろから-似に歓迎これる。 しハレ芝ﾡなは昇上っ証りとり 

ﾡとせず. 土地改区目的のためにじ委は手投を許可すべき当局ゲ 

貴用なり非号用と財差とのﾡ営登ﾡ的向係を理解して. 土地改ﾡ
IicMtzuloan A ,

貸と・ 次の新しい価で明らかにこれろ含み財ﾡくS t&e fode%ec) 
となすﾡべ&いろ法と思われる。

ﾡ企価○そ他○上昇は鬼物. 設帰. 林迫. 幅梁などの空里

( Eルんoeuuzg )により生ずる. これ ら の 改設 は 単なる お と d , Uateufazどnta
スの点 で 別 される ; 町ち政設はそれの耐用年数く ル仏沁濬ムS グ) 

と . したがって価ﾡをﾡめるが. 維持は正常ﾡ耐用年数を安全にす 

ろのみである。 それゆえ改設は資ﾡ化これねばならない。

ﾡ産ﾡ少 C Vewda-exdncudewy ) はﾡ々 o 設倫財差の 減の 結 

系である. それ故. こゥよラな資差はそ○耐用年数になじて減価

却をしなければばらばい。 非令の長坊、例えば木材代禄。虫化

どによ ろ 林道 o 委ﾡ はあめ られた 減価 償 却制 e を 必委 とする。

個々 ○資星。 平均耐用 年数は非常 に異ってはいるべ・ -定の経験 

的なﾡ則はﾡ在する。 因みに. この経験的ﾡ則はろしのは林業課 

税にしある役割をﾡし. 財政承なにし兄られる. ﾡ近. 「/&aどム- 
Anez&cn dde Fttauネvezu>c2Cuot4. .

子eaoc～dcそs花 Deutc&ez りz2ed2夕e2し% 4coue 上 は"上デル入 放台 と 

ﾡ物. 林道設備 . 崎梁. ﾡ水排水設、桜城長具。平耐用年ま

の日録にっいて協定した"
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結 ひ'

こ ② 命述に おいて・ 林業財を計昇 と 桜益 十ﾡの 向a｝足点、を 

し. こ②計券$6口の目的に合していて. しハし全済的に失行 

しうるように. 抨価 ・ 計 ・ こ帳 システムの突を用い こ 統明 

することを 試み た ・

ニ ヽ に述べられていろ方法ほそれ自. すべ てのあるべき林 

業経巻に対する-般的父う を受求するの <ははい。 十昇制良は 

林業登営自体そうラであるように考に多ﾡてめリ うる。 しかし 

二の方法はﾡ論的立ﾡと与える ことべTﾡであるから、林業 全 

営 や探林笆 理局 の 計昇 制度,特にそれ○改以スびﾡ化の可能 

性と. このﾡ的立場から容易いっ安全に断すろことゲでさ 

る ・

計ﾡ弁制度において森林所有替が主と してﾡ何なる宇柄に向 

をしちら. どの 隹. 度 ○情ﾡ を欲するのは各々の 体、林所旬 名 o ぬ亀急 

により夫るのであって、 価ﾡ法. 計弊形式、記帳般式 を 甑区 
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